
今月の表紙　令和初めての新成人の門出にと
　新時代を歩む新成人の人生が輝かしい軌跡となるよう願いを込めて、
近江兄弟社高校書道部の皆さんが縦 1.4 ｍ、横 5 ｍの大きな紙面に、
緊張しながらもダイナミックに文字を描き、エールを贈りました。
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当
店
に
は
、
毎
日
常
連
の
お
客
様
に
お
越
し

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
高
齢
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
来
店
さ
れ
、
陳
列
の
商
品

に
手
が
届
か
な
い
と
き
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
確

認
し
て
取
っ
て
あ
げ
た
り
、
レ
ジ
に
か
ご
を
乗

せ
た
り
、商
品
を
手
押
し
車
や
自
転
車
に
乗
せ
、

必
要
な
と
き
は
、
落
ち
な
い
よ
う
に
テ
ー
プ
で

止
め
る
な
ど
、
細
や
か
な
気
く
ば
り
に
努
め
て

い
ま
す
。
お
食
事
配
達
サ
ー
ビ
ス
の
「
セ
ブ
ン

ミ
ー
ル
」
は
、
遠
く
は
牧
町
や
近
江
八
幡
駅
前

ま
で
配
達
し
て
い
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
、
お
客
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
お
り
、
店
内
で
の
何
気

な
い
会
話
や
セ
ブ
ン
ミ
ー
ル
の
配
達
が
、
高
齢

者
の
見
守
り
や
詐
欺
被
害
の
予
防
に
も
つ
な

が
っ
て
お
り
、
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
こ
と
が
あ

れ
ば
、
ス
タ
ッ
フ
の
中
で
情
報
共
有
を
し
て
い

ま
す
。
長
年
パ
ー
ト
で
働
い
て
い
る
ス
タ
ッ
フ

が
地
域
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
て
、
新
人
ス

タ
ッ
フ
の
よ
い
手
本
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
日
、
手
押
し
車
を
押
し
て
、
ゆ
で
た
ま
ご

と
栄
養
ド
リ
ン
ク
を
買
い
に
来
て
く
れ
る
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
パ
ン
や
た
ま
ご
、
バ
ナ
ナ
、
に
ん

じ
ん
を
買
い
に
来
る
こ
と
が
日
課
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
常
連
さ
ん
と
ス

タ
ッ
フ
に
恵
ま
れ
営
業
し
て
い
ま
す
。

　

よ
り
地
域
密
着
で
親
し
み
や
す
い
サ
ー
ビ
ス

に
力
を
入
れ
て
い
こ
う
と
な
っ
た
時
、
顔
見
知

り
の
民
生
委
員
さ
ん
を
訪
ね
、
困
っ
て
い
る
人

が
い
た
ら
配
達
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
、
気
に
な

る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
聞
き
に
来
さ
せ
て
も
ら
う

こ
と
を
お
話
し
し
、
連
携
が
深
ま
り
ま
し
た
。

何
回
か
店
の
前
で
倒
れ
る
な
ど
し
て
い
た
高
齢

の
お
客
様
を
、
民
生
委
員
の
方
と
連
携
し
て
見

守
り
を
重
ね
、
ご
家
族
か
ら
セ
ブ
ン
ミ
ー
ル
の

配
達
を
依
頼
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
体

調
の
異
変
時
に
対
応
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
お
客
様
に
も
ス
タ
ッ
フ
に
も

風
通
し
が
よ
く
、
地
域
の
方
に
愛
さ
れ
、
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
お
店
を
目
指
し
て
、
笑
顔
で
が

ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

　高齢者の皆さんが安心して生活できるよう、事業者が気付いたことを情報提供いただく「近江八幡市高齢者安心

見守りに関する協定」と、高齢者が自立した生活を維持できるような支援やサービスを提供する「近江八幡市ささ

えあい商助推進事業者」。本市には、事業者の力を活かして、住み慣れた地域で暮らし続けられるしくみがあります。

今回は、協定事業者と商助推進事業者の両方でご協力いただいている事業者にお話をお伺いしました。

長寿福祉課　 （３１）３７３７・ （３１）３７３８問
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当
組
合
で
は
、
日
用
品
、
食
料
品
や
お
弁
当

な
ど
の
配
達
業
務
を
行
っ
て
お
り
、
商
品
注
文

の
お
手
伝
い
な
ど
を
通
じ
て
高
齢
者
の
見
守
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。
近
江
八
幡
エ
リ
ア
を
担
当

す
る
東
近
江
セ
ン
タ
ー
の
全
従
業
員
が
認
知
症

の
学
習
会
に
参
加
し
て
お
り
、
も
の
忘
れ
が
心

配
さ
れ
る
高
齢
者
の
方
に
は
、
様
子
の
変
化
に

気
を
つ
け
て
丁
寧
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
週
１

回
の
配
達
員
と
の
交
流
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い

る
方
も
お
ら
れ
、
お
ひ
と
り
の
時
間
が
多
い
方

に
は
、
少
し
長
め
に
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
い
ま

す
。
配
達
業
務
の
途
中
で
も
気
に
な
る
高
齢
者

に
お
声
か
け
し
、
安
心
見
守
り
活
動
と
し
て
市

と
連
携
を
取
る
な
ど
、
福
祉
の
視
点
を
も
っ
て

配
達
を
し
て
い
ま
す
。

　

食
を
通
じ
た
健
康
教
室
を
地
域
で
行
う
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
の
サ
ポ
ー
タ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
の
託
児

協
力
員
と
し
て
、
80
歳
代
の
方
に
も
活
躍
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。若
い
お
母
さ
ん
に
は
、「
抱

き
し
め
て
あ
げ
て
ね
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
の

が
う
れ
し
く
、
高
齢
者
の
方
に
と
っ
て
も
生
き

が
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

く
ら
し
の
中
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
の

解
決
は
、
さ
さ
え
あ
い
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
、
世

代
の
壁
を
越
え
て
組
合
員
同
士
が
支
え
て
い
ま

す
。
グ
ル
ー
プ
配
送
を
通
し
て
、
身
近
な
人
同

士
の
つ
な
が
り
や
支
え
合
い
も
広
が
っ
て
い
け

ば
な
お
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

商
品
の
試
食
を
し
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
す
る
場

で
い
た
だ
い
た
声
や
、
こ
れ
か
ら
の
く
ら
し
や
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
地
域
ご
と
に
話
し
合
う
場
で

い
た
だ
い
た
声
を
、
事
業
運
営
に
活
か
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
事
業
に
活
か
す
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
民
生
委
員
の
方
や
社
会
福
祉
協
議
会
と
も
連
携

し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

普
段
の
く
ら
し
の
幸
せ
を
実
感
で
き
、
い
つ

も
と
違
う
こ
と
に
気
づ
い
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
声

を
か
け
ら
れ
る
、
一
人
ひ
と
り
の
寄
り
添
う
想

い
が
形
に
な
る
笑
顔
あ
ふ
れ
る
く
ら
し
に
向
け

た
活
動
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
で
の
支
え
合
い
の
推
進
を
図
る
た
め
、

本
来
の
事
業
活
動
以
外
に
、
高
齢
者
が
自
立
し

た
生
活
が
維
持
で
き
る
よ
う
な
支
援
や
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
事
業
者
を
登
録
し
て
い
ま
す
。

▼
事
業
者
の
登
録
要
件

ア
．高
齢
者
の
能
力
の
活
用
と
ニ
ー
ズ
の
把
握
、

高
齢
者
に
必
要
な
情
報
提
供
を
行
う
こ
と

イ
．
従
業
員
に
向
け
、
認
知
症
な
ど
に
対
す
る

定
期
的
な
学
習
の
機
会
を
持
つ
こ
と

　

こ
れ
ら
の
要
件
に
加
え
、
次
の
い
ず
れ
か
の

取
り
組
み
を
実
践
で
き
る
こ
と

①
高
齢
者
に
と
っ
て
安
心
で
き
る
環
境
を
つ
く

る
こ
と

②
高
齢
者
の
生
活
支
援
を
実
施
す
る
こ
と

③
高
齢
者
の
移
動
支
援
を
実
施
す
る
こ
と

④
高
齢
者
の
社
会
参
加
の
機
会
を
つ
く
る
こ
と

⑤
高
齢
者
の
交
流
の
場
を
提
供
す
る
こ
と

　

近
江
商
人
の
三
方
よ
し
「
売
り
手
よ
し
」「
買

い
手
よ
し
」「
世
間
よ
し
」
の
精
神
に
の
っ
と

り
、
企
業
や
事
業
所
が
地
域
へ
の
貢
献
に
努
力

し
、
商
い
が
地
域
を
助
け
、
地
域
が
商
い
を
助

け
る
し
く
み
を
高
齢
者
の
生
活
の
支
援
体
制
の

整
備
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
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※それぞれの事業者の取り組み内容の詳細は、長寿福祉課（ひまわり館２階）、市役所本庁舎および総合支所の情報公開コーナー、
　近江八幡図書館、安土図書館、各学区コミュニティセンターにあります冊子「商助でつながるお互いさまのまちづくり～近江八
　幡市ささえあい商助推進事業者のご紹介～」でご覧いただけます。

　高齢者が自立して生活できるような支援やサービスを提供し、住み慣れた地域で安心して暮らすことができるまちづくりに向けて、地域での
支え合いを推進していただく事業者です。高齢者の能力を活用すること、高齢者のニーズの把握と必要な情報を提供すること、従業員が認知症
などの定期的な学習をすることとあわせて、さまざまな取り組みを実践されています。
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　高齢者が住み慣れた地域で安心して生活できるよう、異変を察知した場合

に市へ情報提供いただく「近江八幡市高齢者安心見守りに関する協定」を企

業・事業所の皆さんと締結し、地域ぐるみで見守りの輪を広げています。

　協力事業者は、日常業務において少し意識して高齢者の様子を見守り、異

変や心身の状況の変化に気が付いた時に、お声かけしたり市に連絡いただく

活動に取り組んでいただいています。また、市内在住の高齢者が行方不明に

なられた際に、ご親族が希望される範囲で情報提供を行い、日常業務の中で

捜索いただくＳＯＳネットワークにも協力いただいています。

　認知症地域支援推進員は、地域の人や認知症の本

人から地域の課題や本人の声を聞き取ったり、一緒

に考えたりして、地域と行政をつなぐ架け橋になる

よう活動しています。

　地域のボランティア、事業者や行政と連携して、

認知症啓発イベントの実施、認知症カフェの運営支

援、いきいき百歳体操での認知症予防のコグニサイ

ズの啓発、頭を使いながらウォーキングをするコグ

ニウォークを月１回開催しています。

　少しずつですが、地域の人に顔を覚えていただき、

相談していただけるようになりました。

　これからも、いつ誰が認知症になっても、変わり

なく生活ができ、地域でもいきいきと楽しく活動が

できるように、一生懸命取り組んでいきます。
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申告は

できるだけ早めに

お済ませください。

令
和
元
年（
平
成
31
年
）分
所
得
税
の
確
定
申
告
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。

◆ 

納
め
た
所
得
税
が
戻
る
人
（
２
月
17

日
以
前
で
も
税
務
署
で
申
告
が
で
き
ま
す
）

　

源
泉
徴
収
税
額
が
あ
る
人
で
、
次
の
場

合
は
確
定
申
告
（
還
付
申
告
）
を
す
る
と
、

所
得
税
が
戻
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

•

中
途
退
職
し
た
後
、
再
就
職
し
な
か
っ
た

給
与
所
得
者
で
年
末
調
整
さ
れ
て
い
な
い
人

•

給
与
所
得
者
で
医
療
費
、
寄
附
金
な
ど

の
所
得
控
除
や
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

な
ど
を
受
け
ら
れ
る
人

•

給
与
所
得
者
で
年
末
調
整
に
生
命
保
険

料
や
扶
養
な
ど
の
所
得
控
除
に
も
れ
が

あ
っ
た
人

◆ 

公
的
年
金
収
入
が
４
０
０
万
円
以

下
の
人

　

年
間
の
公
的
年
金
収
入
が
４
０
０
万
円

以
下
で
、
そ
れ
以
外
の
所
得
の
合
計
が

20
万
円
以
下
の
人
は
、
確
定
申
告
の
提
出

義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
（
外
国
で
支
払
わ
れ

る
年
金
を
除
く
）。
な
お
、
次
の
場
合
は
、

申
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
税
の
負
担
が

増
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

❶
払
い
過
ぎ
で
あ
っ
た
所
得
税
が
還
付

（
返
金
）
さ
れ
る
申
告
と
な
る
場
合

　

確
定
申
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
、
還

付
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

❷
所
得
税
は
追
加
払
い
と
な
る
た
め
確
定

申
告
書
は
提
出
し
な
い
が
、
市
・
県
民
税

の
税
額
が
か
か
る
場
合

　

社
会
保
険
料
や
生
命
保
険
料
、
医
療
費

控
除
の
追
加
や
、
親
族
の
扶
養
追
加
な
ど

が
あ
る
場
合
は
、
市
役
所
に
「
市
・
県
民

税
の
申
告
書
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
、
今

年
６
月
に
決
定
す
る
市
・
県
民
税
の
負
担

が
増
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

日 時　２月 17 日 月 ～ ３月 16 日 月
　　　　午前９時～午後３時 30 分（土日祝除く）　
　　　　３月４日 R は午後７時まで延長します

場 所　文化会館（オーケストラ練習室）
・期間中の申告相談は文化会館にお越しください（税務課では受け付けません）。
・車で来られる場合は、市民病院跡地（文化会館北向かい側）または警察署跡地
　（文化会館東隣）の駐車場をご利用ください。

・初日の２月 17 日は例年大変混雑しますので、日をずらしてお越しください。

【問い合わせ】
市・県民税の申告
税務課

（３６）５５０５・ （３３）３６７０ 
近江八幡市ホームページ　http://www.city.omihachiman.shiga.jp/

所得税の確定申告
近江八幡税務署　 （３３）３１４１
国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp/

◆ 

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
人

•

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
な
ど
給
与
以

外
の
所
得
が
あ
り
、
合
計
所
得
金
額
が
扶

養
控
除
・
基
礎
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の

合
計
額
を
超
え
る
人

•
年
末
調
整
済
み
の
給
与
所
得
以
外
に
、

20
万
円
を
超
え
る
所
得
ま
た
は
給
与
収
入

が
あ
る
人
（
20
万
円
以
下
の
場
合
は
、市
・

県
民
税
の
申
告
が
必
要
）

•

給
与
収
入
金
額
が
２
千
万
円
を
超
え
る
人

•

事
業
収
入
・
不
動
産
収
入
が
高
額
の
人

•

住
宅
を
取
得
・
増
改
築
し
、
住
宅
借
入

金
等
控
除
を
受
け
る
人

•

か
ん
た
ん
申
告
チ
ェ
ッ
ク（
左
図
）で
、「
所

得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
」に
該
当
す
る
人

◆ 

市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人

•

か
ん
た
ん
申
告
チ
ェ
ッ
ク（
左
図
）で
、

「
市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
」
に
該
当

す
る
人

※
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人
や
、
所
得

が
給
与
だ
け
で
給
与
支
払
報
告
書
が
勤

務
先
か
ら
市
税
務
課
に
提
出
済
み
の
人

は
、
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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源泉徴収票の控除内容に追加でき
るものがある（医療費控除など）

申告の必要は
ありません

市・県民税の
申告が

必要

所得税の
確定申告が

必要

Ａ Ｂ ＤＣ
所 得 税 の 確 定 申
告または市・県民
税の申告が必要
※金額や内容により申
告の種類が異なります

あなたは、申告が必要ですか？
        確定申告？市・県民税の申告？

１ ３ ２

市内の人に扶養に
とられている

いいえ

譲渡所得がある
（土地・建物を売っ
た収入など）はい いいえ

はい

給与収入が
ある

はいはい

農業所得・不動産
所得・営業所得（自
営業・外交員・内職など）

はいはい

Ｃへ
近江八幡税務署で所得税の
確定申告をしてください

いいえ
はい

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はい はい

いいえ

市内の人に扶養にとられている

いいえ

はい

いいえ1 年 間 の 年 金 受 給 額 が
98 万円以上である

年金の源泉徴収票に源泉徴収
税額の記載がある

いいえ
いいえ

はい

いいえ

はい

はい

いいえ

はい

いいえ

収入－必要経費－ 50 万円＞ 0である

はいいいえ

公的年金収入
がある

保 険 の 満 期 返 戻
金 な ど 一 時 的 な
収入がある

はい はい年末調整をした給与所得以外に、
他の会社の給与収入や農業所得
など、他の所得がある

いいえ
いいえ

いいえ

Ｂへ

Ｂへ

Ｂへ

Ｂへ

はい
医療費控除など控除内容に変更がある

Ｃへ

Ｃへ

Ｃへ

ＣへＤへ

Ｄへ

Ｄへ

Ｄへ

Ｄへ

いいえ はい

源泉徴収票に源泉徴収税額の記載がある

ＡへＡへ

Ａへ

いいえ はい

他の会社の給与収入や他の所得
の合計額が２０万円を超える 勤務先で年末調整を済ませた

１年間の年金受給額は 400 万円以下である

公的年金の所得以外に、会社の給与収
入や農業所得など他の所得がある

誕生日は昭和 30 年 1 月 1 日以前である

1 年間の年金受給額が 148 万円以上である

源泉徴収票の控除内容に追加できるも
のがある（医療費控除など）

遺族年金または障害年金だけである

２

３

１

※令和２年１月１日に近江八
幡市に住所がある人が対象

へ へ へ

令和元年（平成 31 年）中に収入がありましたか？

※令和２年１月１日に近江八
幡市に住所がある人が対象
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●

高
額
な
事
業
所
得（
営
業
・
農
業
）、
不

動
産
所
得
、
譲
渡
所
得
が
あ
る

●

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除（
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
）を
は
じ
め
て
受
け
る
人

●

令
和
元
年（
平
成
31
年
）中
に
亡
く
な
ら

れ
た
人
の
確
定
申
告
を
す
る

●

平
成
30
年
分
以
前
の
確
定
申
告
を
す
る

●

青
色
申
告
を
す
る

●

申
告
分
離
課
税
の
所
得
が
あ
る

●

雑
損
控
除
が
あ
る（
市
・
県
民
税
申
告

の
人
を
除
く
）

●

外
国
税
額
控
除
を
受
け
る

●

予
定
納
税
が
あ
る

●

確
定
申
告
書
の
控
え
に
受
付
印
が
必
要

●

１
月
１
日
時
点
で
近
江
八
幡
市
に
住
民

登
録
が
な
い　
　
　

な
ど

　

パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
確
定
申
告
書
作

成
コ
ー
ナ
ー
」を
利
用
し
て
、
確
定
申
告

書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

作
成
し
た
デ
ー
タ
は
印
刷
し
て
近
江
八

幡
税
務
署
へ
郵
送
か
窓
口
で
提
出
が
で
き

る
ほ
か
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
Ｘ（
電
子
申
告
）
で

提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。詳
し
く
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

❶
市
県
民
税
申
告
書
や
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ
は
が
き（
あ
ら
か
じ
め
送
付

さ
れ
て
い
る
人
）

❷
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
か
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
記
載
し
て
い
る
住
民
票
や
通

知
カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人

確
認
書
類（
顔
写
真
の
な
い
本
人
確
認

書
類
は
２
点
以
上
必
要
）

❸
印
鑑（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）

　

市
で
は
農
業
所
得
の
収
支
内
訳
書
の
作

成
に
つ
い
て
の
事
前
相
談
を
、
２
月
７
日

Y
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

※
確
定
申
告
期
間
中
は
農
業
の
収
支
内
訳

書
作
成
の
個
別
相
談
が
で
き
ま
せ
ん
。

各種控除に必要な書類

控除の種類 必要な証明など

医療費 医療費控除の明細書など（詳しくは９ページをご覧ください）

社会保険料
（国民健康保険

料・介護保険料
など）

源泉徴収票（年金から引き去りの人・日本年金機構から送付）

保険料納付額のお知らせ（口座振替・納付書払いの人）

生命保険料 生命保険会社などが発行する証明書（生命保険、介護医療保険、
個人年金保険など）

地震保険料 損害保険会社などが発行する証明書（地震保険、旧長期損害保険
など）

障害者

障害者手帳など（身体障害者手帳などの交付を受けている人）

障害者控除対象者認定書（上記を除く 65 歳以上の人で、介護保険
の要介護認定を受け一定の要件を満たす人。即日交付できません。
手続きは介護保険課 ℡ (33)3511）

寄付金 寄付金控除証明書（控除を受ける本人のみ控除可）

住宅借入金など
住宅借入金等特別控除に必要な書類（年末残高証明書、最初の申
告後に税務署から送付された平成31年分用の住宅控除申告書など）
※はじめて控除を受ける場合は税務署で申告してください。

❹
利
用
者
識
別
番
号
の
通
知
書（
昨
年
の
申

告
会
場
な
ど
で
す
で
に
取
得
済
の
人
）

❺
昨
年
中
の
所
得
が
分
か
る
も
の（
源
泉
徴

収
票
、
収
支
内
訳
書
、
生
命
保
険
の
満
期
一

時
金
支
払
い
証
明
書
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
分
配
金
支
払
い
証
明
書
な
ど
）

➏
申
告
者
の
銀
行
の
通
帳(

還
付
を
受
け
る

人
）

➐
各
種
控
除
を
受
け
る
人
は
左
表
の
と
お
り

※
申
告
の
内
容
に
よ
り
他
の
書
類
が
必
要
な
場

合
も
あ
り
ま
す
。

税
務
職
員
を
装
っ
た
詐
欺
に

注
意
！

　
税
務
職
員
を
装
っ
た
不
審
な
電
話
や

「
振
り
込
め
詐
欺
」に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
還
付
金
の
受
け
取
り
の
た
め
に
Ａ

Ｔ
Ｍ（
現
金
自
動
預
け
払
い
機
）の
操
作

を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

納
税
の
た
め
に
金
融
機
関
の
口
座
を
指

定
し
て
振
り
込
み

を
求
め
る
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
。
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◆
高
額
療
養
費
な
ど
の
申
請
は

　
先
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う

　

健
康
保
険
の
高
額
療
養
費
支
給
の
対
象

に
な
る
人
は
、
事
前
に
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
は
、
保

険
年
金
課
で
申
請
で
き
ま
す
。
領
収
書
は

確
認
し
て
お
返
し
し
ま
す
。

　

高
額
療
養
費
や
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
、
福
祉
医
療
費（
マ
ル
福
）
の
助
成
な

ど
は
、
医
療
費
控
除
の
計
算
の
際
、
保
険

金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額
と
し
て
計

上
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
明
細
書
を
事
前
に
作
成
し
ま
し
ょ
う

　

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
領

収
書
の
代
わ
り
に「
医
療
費
控
除
の
明
細

書
」の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
受

診
し
た
人
、
医
療
機
関
ご
と
に
整
理
し
、

医
療
費
の
支
払
金
額
を
集
計
し
て
く
だ
さ

い
。
医
療
保
険
者
か
ら
発
行
さ
れ
た「
医

療
費
通
知
」を
添
付
す
る
と
、
明
細
の
記

入
を
省
略
で
き
ま
す
。

※
医
療
費
の
領
収
書
は
５
年
間
保
存
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
税
務
署
か
ら
求
め
ら

れ
た
と
き
は
、
提
示
・
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

※
医
療
費
通
知
と
は
、
健
康
保
険
組
合
な
ど

が
発
行
す
る「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」な
ど
。

◆
利
用
者
識
別
番
号
を
事
前
に
取
得
し
て

く
だ
さ
い

　

市
役
所
の
申
告
会
場（
文
化
会
館
）
で

確
定
申
告
さ
れ
る
人
は
、
申
告
書
を
税
務

署
へ
デ
ー
タ
で
引
き
継
ぐ
た
め
、
個
人
ご

と
に
付
与
さ
れ
る「
利
用
者
識
別
番
号
」

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
取
得
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
利
用
者
識
別
番
号
の
取
得
方
法
】

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

「
国
税
庁
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
開
始
届
」で
検
索

の
う
え「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
Ｘ
の
開
始（
変
更
等
）

届
出
書
作
成
・
提
出
コ
ー
ナ
ー
）」
か
ら

「
開
始
届
出
書
」を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
出

▼ 

利
用
者
識
別
番
号
と
暗
証
番
号
が
オ

ン
ラ
イ
ン
で
即
時
発
行
さ
れ
ま
す
。

②
窓
口
・
郵
送
で

税
務
署
に「
電
子
申
告
・
納
税
等
開
始（
変

更
等
）届
出
書
」を
書
面
で
提
出

▼ 

後
日
、
税
務
署
か
ら「
利
用
者
識
別
番

号
等
の
通
知
書
」が
送
付
さ
れ
ま
す
。

※
届
出
書
は
税
務
署
に
置
い
て
あ
る
ほ

か
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

※
書
面
で
届
出
書
を
提
出
さ
れ
た
場
合
、

ｅ
‐
Ｔ
ａ
Ｘ
な
ど
で
は
申
告
で
き
ま
せ
ん
。

「
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式（
ｅ
‐
Ｔ
ａ

Ｘ
用
の
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
利
用
し
て

申
告
を
行
う
）」を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
利
用
者
識
別
番
号
の
取

得
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
事
業
所
得
・
農
業
所
得
・
不
動
産
所
得

が
あ
る
人
は
、
収
支
内
訳
書
を
事
前
に
作

成
く
だ
さ
い

　

営
業
・
農
業
・
不
動
産
収
入
の
あ
る
人

は
、
収
入
や
経
費
を
項
目
ご
と
に
ま
と
め

た
収
支
内
訳
書
を
事
前
に
作
成
し
て
く
だ

さ
い
。
収
支
内
訳
書
が
な
い
と
申
告
相
談

を
受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
様

式
は
、
税
務
署
や
市
税
務
課
に
置
い
て
あ

る
ほ
か
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

●平成 31 年１月１日から令和元年 12 月 31 日まで
に領収されたものが対象です。
●予防接種や栄養ドリンク、うがい薬など、病気の
予防のために使った費用は対象になりません。
●健（検）診費用は原則対象になりませんが、検査の
結果、重大な病気が発見され、その病気の治療を要
した場合は対象になります。
●傷病によりおおむね６カ月以上にわたって寝たき
りの人のおむつ費用は、医師が発行した「おむつ使
用証明書」が必要です。
●介護保険制度の居宅・施設サービスの利用料は対
象になる場合とならない場合があります。利用して
いる介護サービスがどれにあたるか施設にお問い
合わせください（指定介護老人福祉施設などが発行
する領収書には医療費控除対象金額が記載される
ことになっています）

注意事項
医療費控除における

※本市では令和元年にスマー
トフォンで市税などを納付で
き る サ ー ビ ス「PayB（ ペ イ
ビー）」「楽天銀行コンビニ支払
サービス」を導入しました。
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10

下
水
処
理
の
流
れ

　

家
庭
や
工
場
な
ど
か
ら
出
さ
れ
た
「
汚

水
」
は
、
汚
水
管
や
中
継
ポ
ン
プ
場
を
経

て
、
水
処
理
セ
ン
タ
ー
で
き
れ
い
な
水
に

処
理
さ
れ
、
川
や
海
に
流
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
地
表
面
に
溜
ま
っ
た
「
雨
水
」
は
、

道
路
側
溝
や
雨
水
ま
す
か
ら
雨
水
管
や
雨

水
排
水
ポ
ン
プ
場
を
経
て
、
川
や
海
に
流

さ
れ
ま
す
。

下
水
道
の
種
類

　

下
水
道
に
は
３
種
類
あ
り
ま
す
。

　

１
種
類
目
は
、
市
街
地
の
汚
水
が
流
れ

る
「
公
共
下
水
道
」

　

２
種
類
目
は
、
市
街
地
内
の
雨
水
の
流

路
で
あ
る
「
都
市
下
水
路
」

　

３
種
類
目
は
、
２
以
上
の
市
町
に
わ
た

り
設
置
さ
れ
る
下
水
道
で
都
道
府
県
が
管

理
す
る
「
流
域
下
水
道
」

　

本
市
の
下
水
は
、
滋
賀
県
湖
南
中
部
流

域
下
水
道
を
流
れ
、
草
津
市
矢
橋
町
の
人

工
島
に
あ
る
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
浄
化
処
理

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、汚
水
を
処
理
す
る
他
の
施
設
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト（
コ
ミ
プ
ラ
）、

農
業
集
落
排
水
施
設
、
合
併
処
理
浄
化
槽

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

下
水
道
は
、
私
た
ち
が
使
用
し
た
後
の
汚
れ
た
水
を
き
れ
い
に
処
理
し
て
自
然
に

も
ど
す
た
め
に
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
本
市
の
下
水
道
事
情

に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

水
環
境
保
全 

と 

下
水
道
の
役
割

汚れた水が、自然に帰れるように、水を汚さない工夫をみんなで考えよう！
●「食べ残し」を流すと、下水管がつまる原因になるので、
　　台所などの排水溝に流れないようにし、コンポストや可燃ごみとして処理してください。
●「油」は簡単にはキレイにできないので、新聞紙などに吸わせて燃えるゴミで処理してください。

近江八幡市のデザインマンホール
八幡小学校付近に「八幡堀」の、安土小学校付近に「負けずの鍔

つば

」の図柄のマンホールがあります。

雨水管

雨水

汚水

公共下水道

流域下水道

まち

工場

水蒸気

雨

下水処理場

汚水管

下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」

※（公財）日本下水道協会発行のパンフレットを一部加工し、掲載しています。

水の循環

広報おうみはちまん　2020.2.1
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処理区域内人口 67,427 人
下水を整備した区域の人口

普及率 82.16 ％
下水道整備された割合

（算出式）処理区域内人口÷行政区域内人口

水洗化人口 59,378 人
実際に下水道に接続している人口

水洗化率 88.06 ％
下水道整備した区域のうち下水道が利用されている割合

（算出式）水洗化人口÷処理区域内人口

◆下水道の普及状況   （平成31年3月31日現在）

公共下水道使用料（20 ㎥ まで）
2,829.20 円 / ２カ月あたり

特定環境保全公共下水道使用料（10 ㎥ まで）
　1,650.00 円 / １カ月あたり（沖島地区）

農業集落排水処理施設使用料（一般家庭の場合）
基本料金 2,095 円＋（加算料金 524 円×使用人数）

/ １か月あたり

受益者負担金　　　　　 土地の面積（㎡）× 250 円
新たに下水道の供用開始となるときに一度限り賦課される負担金

◆基本料金　　　　　　（一般排水・税込）
料金水準は、県内ではおおむね平均値となっています。

30 年～ 39 年
18.7％

40 年～ 49 年
0.6％

10 年～ 19 年
38.0％

その他
6.7％

20 年～ 29 年
36.0％

50 年以上経過している０％

　現時点で老朽化の問題はありません。
しかし、建設が一時期に集中して
いるので、更新時期も集中して到
来することが予想されます。

法定耐用年数は 50 年

  　

平
成
29
年
度
に
公
営
企
業
会
計
に
移

行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
経
営
状
況
が
明

確
に
な
り
ま
し
た
。

　

将
来
的
に
は
人
口
減
少
が
予
測
さ
れ

使
用
料
収
入
の
増
加
は
見
込
め
な
い

中
、
今
後
、
下
水
道
事
業
を
維
持
す
る

た
め
の
収
益
の
確
保
に
つ
い
て
、
使
用

料
の
あ
り
方
や
他
会
計
負
担
金
の
あ
り

方
な
ど
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
、
昭
和

57
年
以
降
に
集
中
し
て
整
備
し
た
下
水

道
管
の
老
朽
化
が
一
斉
に
進
む
こ
と
を

考
慮
す
る
と
、
来
る
べ
き
更
新
需
要
に

備
え
て
、
実
施
可
能
な
更
新
計
画
の
策

定
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
今
の
頻
発
す
る
各
種
災

害
発
生
時
に
、
迅
速
・
的
確
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
や

業
務
継
続
計
画
を
常
時
改
定
し
、
体
制

を
整
備
す
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
り
安
定
的
に
事
業
を
継

続
し
て
い
く
た
め
、
こ
れ
ら
の
課
題
を

踏
ま
え
た
、
経
営
戦
略
な
ど
の
策
定
を

し
て
い
く
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
も
、
下

水
道
の
将
来
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

◆沿革
●旧近江八幡地域　八幡堀の復興活動や、琵琶湖周辺
　の水質保全を目的に、昭和 49 年度から整備を始め、
　昭和 61 年から一部の地域で使用開始。
●旧安土地域　西の湖の水質保全を目的に、平成元年
　から使用開始。
●沖島　琵琶湖の水質保全や、住民の生活向上を目的
　に、昭和 57 年に使用開始。
●農業集落排水事業　農村集落が対象。市内では、大
　中西部地区が平成５年から、佐波江地区が平成 11
　年から使用開始。

◆財務の状況　　           　（平成 30 年度実績）

  下水道事業収益

　20 億 5246 万 4 千円

  下水道事業費用

　20 億 1242 万 7 千円

  純利益　 　　　 　　    4003 万 7 千円

※下水道事業会計は、一般会計からの繰入金がなければ赤
字の状況であり、今後、一般会計からの繰入金のあり方な
どについても検討の必要があります。 

◆管路の現状　　       （平成31年3月31日現在）

管路の総延長　　約３６６㎞

管渠
きょ

の経過年数

50 年以上経過　0％

管路の

【本市の下水道の状況】

問
　
　
上
下
水
道
課

（
36
）５
５
３
４
・
（
33
）１
９
３
３
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まち協
訪問

今
、
老
蘇
が
一
つ
に
な
る
と
き

　

今
年
度
、
老
蘇
学
区
で
は
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
世
代
を
超
え
た
学
区
民

の
つ
な
が
り
を
強
く
し
た
い
と
の
思

い
か
ら
、
運
動
会
を
学
区
独
自
で
行

う
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
会
を
「
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ　

Ｏ

ｕ
ｔ　

in
老
蘇
」（
老
蘇
学
区
ふ
れ

あ
い
運
動
会
）
と
名
付
け
、
一
般
的

な
運
動
会
と
は
違
う
趣
向
を
凝
ら
し

た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
型
の
内
容
と

し
ま
し
た
。

　

ド
ロ
ー
ン
で
の
撮
影
や
、「
仮
装

レ
ー
ス
」「
借
り
物
競
走
」「
バ
イ
バ

イ
ｐ
ａ
ｙ
ｐ
ａ
ｙ
リ
レ
ー
」
と
題
し

た
買
い
物
レ
ー
ス
な
ど
“
見
て
楽
し

い
、
や
っ
て
楽
し
い
運
動
会
”
を
目

指
し
、
自
治
連
合
会
へ
の
説
明
を
始

め
、
何
度
も
何
度
も
打
ち
合
わ
せ
を

重
ね
て
準
備
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

老
蘇
学
区 

訪
ね
て
み
た
い
ま
ち
づ
く
り

３月号は、「八幡学区まちづくり協議会」を紹介します。

問

　

老
蘇
学
区

は
人
口
約

２
７
０
０
人

の
小
さ
な
学

区
の
た
め
、

初
め
て
の
学

区
運
動
会
に

果
た
し
て
ど

れ
ほ
ど
の
人

た
ち
が
参
加

し
て
い
た
だ

け
る
か
、
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
か
、
と
の
不
安
は
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
当
日
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は

多
く
の
人
が
集
ま
り
、
各
自
治
会
の

テ
ン
ト
か
ら
は
笑
い
声
と
応
援
の
歓

声
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
会
を
通
し
て
「
小
さ
な

学
区
で
も
思
い
を
込
め
て
取
り
組
む

と
、
人
は
世
代
を
超
え
て
つ
な
が
れ

る
」
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
、

こ
れ
か
ら
の
老
蘇
学
区
の
ま
ち
づ
く

り
に
希
望
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
　

　
　

老
蘇
学
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

   

・

（
46
）８
１
２
０

ま
ち
づ
く
り
協
働
課

   

（
36
）５
５
５
２

（
36
）５
５
５
３

｢ Ｗｏｒｋ Ｏｕｔ ｉｎ老蘇 ｣( 老蘇老区

ふれあい運動会 )　ドローンによる会

場真上からの撮影写真（上）、「バイバ

イＰａｙＰａｙリレー」（右下写真）

一度きりのお試しのつもりが定期購入に

　　事例

　　インターネットで『初回お試し５００円』と
いうダイエットサプリの広告を見つけ、すぐに
注文した。お試しだけするつもりだったが、し
ばらくすると同じ商品が再び送られてきた。し
かも今度は５０００円の請求書が同封されてい
る。事業者に電話で確認したところ「定期購入
の契約になっている。４
回以上購入した後でない
と解約も返品もできな
い」と言われた。注文サ
イトにもそのような説明
が書かれていたようだ
が、注文のときには気づ
かなかった。

～契約・注文の前に充分カクニンを～

　　

　　消費生活センターでは、事例のような定期購入に
ついての相談が増えています。数カ月間商品を継続
的に購入することを条件に、１回目を低価格で購入
することができるという契約が増えており、消費者
は注意が必要です。２回目以降が定価に近い価格で
販売されるため、支払の総額が高額になるケースも
あります。インターネット通販を始めとする通信販
売にはクーリングオフ制度はありません。解約や返
品などの条件を、注文の前に必ず確認しましょう。

　　インターネット通販では、申し込みの確定ボタン
を押す前に『最終確認画面』が表
示されます。最終確認画面には契
約に関する重要な情報が集約され
ているので、自分の意図と違って
いる点はないか、必ずチェックし
ておきましょう。

近江八幡市消費生活センター（人権・市民生活課内）
TEL（３６）５５６６・FAX（３６）５５５３

い や や
消費者トラブルで困ったらご相談ください！

消費者ホットライン　１８８
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「近江八幡市人権啓発カレンダー 2020」から作品を紹介します。毎月１日は人権を考える日
◆メッセージ部門

「つなげよう やさしい気持ち
　　　　　　　バトンパス」

北里小学校　長﨑咲弥さん

◆ポスター部門

安土小学校  橋野心倖さん

馬淵小学校　
　蒲生結月さん

▲

▲

お気軽にご相談ください ２月の各種無料サポートガイド
相談名 日時 場所 問い合わせ・申し込み先

弁護士相談

 12日R  （受付   ４日E午前８時30分～）
    午後１時～４時、先着６人
 26日R  （受付  18日E午前８時30分～）
    午後１時～４時、先着６人 市役所２階会議室

人権・市民生活課
TEL（３６）５５６６・（３６）５８８１
FAX（３６）５５５３
※相談は年度内に１回、ひとり30分

司法書士相談
 19日R(受付  10日W午前８時30分～）
    午後１時～４時、先着６人

行政相談   13日T　午後1時30分～ 4時 市役所２階市民相談室 人権・市民生活課
TEL（３６）５８8１・FAX（３６）５５５３人権相談   13日T・27日T　午後１時～４時 市役所２階会議室

職業相談

  12日R　午前９時30分～ 11時30分 八幡子どもセンター 商工労政課
TEL（３６）５５１７・FAX（４６）５３２０  12日R　午後１時30分～  ３時30分 八幡東子どもセンター

  月～金曜　午前８時30分～午後５時 ハローワークプラザ近江八幡 ハローワークプラザ近江八幡
TEL（３３）８６０９

キャリアカウンセリング
（仕事・働き方悩み相談）   28日Y　午後５時～８時 アクティ近江八幡 商工労政課

TEL（３６）５５１７・FAX（４６）５３２０

創業個別相談
  ２月３日W   午前９時～午後８時 近江八幡商工会議所 商工労政課

TEL（３６）５５１７・FAX（４６）５３２０
近江八幡商工会議所　TEL(33)4141
安土町商工会　TEL(46)2389  ３月２日W   午前９時～午後８時 安土町商工会

農業相談
  ２月３日W 、3月2日W

　　　　午前9時30分～ 11時30分
総合支所消防司令室 農業委員会TEL（３６）５５２０

男性介護者のつどい    １７日W　午後１時30分～３時
*高齢のご家族を介護されている男性対象

ひまわり館２階　研修室3 長寿福祉課
TEL（３１）３７３７・FAX（３１）３７３８

教育相談
（市内在住の幼児・小・中
学生とその保護者対象）

  月～金曜  午前９時～午後４時30分 教育相談室（マナビィ２階） 教育相談室（マナビィ２階）
TEL（３７）８８７７

  火曜 　　 午前９時～午後４時30分 教育相談室
（安土コミュニティセンター３階）

教育相談室（安土コミュニティセンター 3階)
TEL（46）６２５０

保育人材バンク
『出張就職相談』

 ２月21日Y・３月19日T

　午前10時～正午、午後１時～４時
滋賀マザーズジョブステーション
（県立男女共同参画センター）

【問】滋賀県保育士・保育所支援センター
TEL０７７(５１６)９０９０

【申】滋賀マザーズジョブステーション
TEL（３６）１８３１

一日年金相談所
   ２月６日T　午前10時～午後４時

ひまわり館2階　研修室１
草津年金事務所お客様相談室
TEL０７７（５６７）１３８３   ３月５日T　午前10時～午後４時

心配ごと相談 月～金曜(祝日を除く)の偶数日
　午後１時～４時 ひまわり館

近江八幡市社会福祉協議会
TEL（３２）６１１１・FAX（３６）６９１０

福祉の困りごと相談 月～金曜(祝日を除く)午前8時30分～午後５時

退職男性のための
地域活動相談  10日W　午後１時～３時

ひまわり館
近江八幡市社会福祉協議会
TEL（３１）２６７７・FAX（３６）６９１０ボランティア・

地域福祉活動相談
月～金曜(祝日を除く)
　午前8時30分～午後５時

更生保護相談  25日E　午後１時～４時
近江八幡・竜王更生保護サポ
ートセンター（総合支所３階）

近江八幡・竜王更生保護サポートセ
ンター　TEL(46)3141（内線３４５）

税務相談
 4日E　
　午前10時～午後４時

近江八幡納税協会
（商工会議所２階）

（公社）近江八幡納税協会
TEL（３３）４１２１・FAX（３６）８４１５

相続等くらしの問題
行政書士無料相談  28日Y   午後１時30分～３時30分 滋賀中央信用金庫八幡西出張所

県行政書士会湖東支部（野澤事務所）
TEL(33)3711・FAX077(502) 2197

無料健康相談
  7日Y・ 10日W・ 18日E・ 26日R

 　午前９時～ 11時
滋賀八幡病院

滋賀八幡病院
TEL（３３）７１０１・FAX（３２）７７２５

予要予約 電予 予約は電話のみ

電予

予

電予

予

予

予

予



問 市
庁
舎
整
備
に
関
す
る
お
知
ら
せ

市
庁
舎
整
備
推
進
室

 

（
36
）５
５
７
７
・

（
32
）２
６
９
５

問

危
機
管
理
課

（
33
）４
１
９
２
・
（
33
）４
１
９
３

　

大
切
な
人
、
大
切
な
ま
ち
を
守
る
消
防

団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
地
域
防
災
は

「
家
族
や
地
域
の
絆
」
が
何
よ
り
も
重
要

で
あ
り
、
地
域
の
仲
間
と
和
を
広
げ
た
い

と
思
っ
て
い
る
人
は
、
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

消
防
団
っ
て
？

　
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守

る
」と
い
う
精
神
に
基
づ
き
、
火
災
時
の
消

火
活
動
や
風
水
害
の
時
の
水
防
活
動
な
ど

多
岐
に
わ
た
り
活
動
し
ま
す
。
平
常
時
で

は
防
火
・
防
災
啓
発
や
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
。市
内
で
は
現
在
、12
の
分
団
が
あ
り
、

４
６
６
人
の
団
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

消
防
署
員
と
消
防
団
員
の
違
い
は
？

　

消
防
署
員
は
消
防
署
に
勤
め
る
専
門
の

職
業
で
す
が
、
消
防
団
員
は
各
自
の
仕
事

な
ど
に
就
き
な
が
ら
、
災
害
時
な
ど
必
要

に
応
じ
て
活
動
す
る
と
い
う
点
で
す
。

女
性
で
も
入
団
で
き
る
の
？

　

で
き
ま
す
。
現
在
、
市
内
で
は
７
人
の

女
性
団
員
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
保
育
園

や
幼
稚
園
な
ど
で
の
紙
芝
居
や
着
ぐ
る
み

を
使
っ
た
防
火
啓
発
を
行
っ
た
り
、
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
へ
参
加
す
る
な
ど
、
女
性
な

ら
で
は
の
視
点
を
活
か
し
た
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
消
防
団
員
に
な
り
ま
せ
ん
か

◆ 1年間の無火災を
祈る出初式・ポンプ
車などから一斉放水

　（消防協会八幡支部
　 連合出初式）

◆水害に備えて水防
工法訓練

　（市総合防災訓練）

◆煙の怖さを擬似体験
「煙体験ハウス」

　（桐原学区文化祭に参加）

◆保育園などでの啓
発・園児と地震や火
事の対応を学ぶ

　（北里保育園）

市
庁
舎
整
備
基
本
計
画（
案
）を

策
定
し
ま
し
た

　

市
庁
舎
整
備
基
本
計
画（
案
）
は
、
普

遍
的
な
ニ
ー
ズ
、
市
民
や
市
議
会
な
ど
か

ら
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
策
定
委
員
会
で

議
論
し
、
市
が
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
整
備
は
、「
市
民
の
相
談
や
手

続
き
を
１
カ
所
で
行
う
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
」「
防
災
拠
点
の
機
能
を
備
え

る
」「
高
度
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
や
環
境
共

生
に
柔
軟
に
対
応
す
る
」「
事
業
費
が
機

能
や
性
能
と
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
シ
ン
プ

ル
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
庁
舎
」
な
ど
を
基
本

的
な
方
針
と
し
て
進
め
ま
す
。
ま
た
、
病

院
跡
地
に
は
、
求
心
力
の
あ
る
シ
ン
ボ

リ
ッ
ク
な
市
民
広
場
の
整
備
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

市
庁
舎
整
備
基
本
計
画（
案
）の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す

提
出
締
切   

２
月
14
日
Y
ま
で

引
き
続
き
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意

見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
市
庁
舎
整
備
に
関
す
る
情
報
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【官庁街の整備イメージ】

新庁舎

南別館

文化会館

交流やにぎわいの場づくり

パブリックスペースの充実

商工会議所

保健所跡地

税務署

市民広場と一体性があり、
 将来的な広がりがある

庁舎機能の集約整備
（現本庁舎敷地内の集約整備）

市道の緑地化

市民広場
（病院跡地）
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み
ん
な
で
つ
な
ぐ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

企
画
課　

（
36
）５
５
２
７
・
（
32
）２
６
９
５

問

　

市
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

は
、
行
政
や
企
業
、
特
定
の
人
の
力
だ
け

で
は
成
し
得
ま
せ
ん
。
地
域
に
関
わ
る
全

て
の
人
た
ち
が
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

目
標
15
で
は
、
持
続
可
能
な
形
で
森
林

を
管
理
し
、
砂
漠
化
に
対
処
し
、
土
地
の

劣
化
を
食
い
止
め
、
逆
転
さ
せ
る
と
と
も

に
、
生
物
多
様
性
の
損
失
に
歯
止
め
を
か

け
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
球
上
の
約
３
割
は
森
林
で
す
。
森
林

は
酸
素
や
土
を
生
み
出
し
、
水
を
蓄
え
る

な
ど
私
た
ち
人
間
に
欠
か
せ
な
い
豊
か

な
恵
み
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
森
林
伐
採
や
地
球
の
気
候
変
動
な
ど

を
原
因
と
し
て
森
林
は
年
々
失
わ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　

地
球
上
の
陸
上
動
植
物
の
約
８
割
は

森
林
に
生
息
し
て
お
り
、
森
林
の
減
少
は

地
球
の
生
態
系
を
脅
か
す
大
き
な
要
因

に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
目
標
15
）

陸
の
豊
か
さ
も
守
ろ
う

わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　

滋
賀
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
２
０
１
５

年
度
版
（
滋
賀
県
発
行
）
に
よ
る
と
、
絶

滅
危
惧
種
１
６
２
種
、
絶
滅
危
機
増
大
種

１
４
１
種
、
希
少
種
４
０
１
種
の
動
植
物

が
希
少
野
生
動
植
物
種
と
し
て
選
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
動
植
物
が

県
内
で
の
生
息
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
状
況

に
あ
る
の
で
す
。

　

近
江
八
幡
市
に
住
む
私
た
ち
に
身
近
な

動
植
物
の
住す
み
か処
と
し
て
は
ヨ
シ
が
あ
り
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
魚
や
水
鳥
た
ち
が
琵
琶

湖
や
西
の
湖
の
湖
畔
の
ヨ
シ
原
を
住
処
と

し
て
お
り
、
固
有
種
を
含
め
貴
重
な
生
態

系
が
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

生
態
系
を
守
る
こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
ヨ
シ
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
す
る
、
葦よ
し
ず簾
や
ヨ
シ
紙
な
ど
ヨ
シ
製

品
を
生
活
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
活
用
を

図
る
な
ど
、
私
た
ち
も
意
識
し
て
取
り
組

め
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
で
き

る
こ
と
か
ら
始

め
て
み
ま
せ
ん

か
。

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
総
務
課　

（
33
）３
１
５
１

Ｇ
Ｃ
Ｕ（
新
生
児
治
療
回
復
室
）病
床
が
完
成

　

周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、ま

た
、地
域
で
安
心
し
て
産
み
育
て
る
こ
と
が

で
き
る
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た

め
、昨
年
７
月
よ
り
整
備
を
進
め
て
き
た
Ｇ

Ｃ
Ｕ
が
１
月
末
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

工
事
期
間
中
は
、
入
院
中
の
患
者
さ
ん

を
は
じ
め
、
ご
来
院
の
皆
さ
ん
に
は
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。
今
後
も
高
ま
る

医
療
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
当
セ

ン
タ
ー
の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
の

で
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 シ
ニ
ア
向
け
仕
事
説
明
会

　

福
祉
に
関
わ
る
事
業
所
や
シ
ニ
ア
の
雇

用
に
積
極
的
な
事
業
所
と
元
気
な
シ
ニ
ア

の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場
と
し
て
開
催
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
参
加
無
料
・
入
退
室
自
由

日
時　
２
月
14
日
Y　

午
前
９
時
30
分
～

正
午
（
午
前
９
時
開
場
）

場
所　
ひ
ま
わ
り
館

対
象　
お
お
む
ね
60
歳
以
上（
50
歳
代
も
可
）

内
容
　
全
体
説
明
会  

午
前
９
時
30
分
～

参
加
事
業
所
に
よ
る
仕
事
の
概
要
説
明

相
談
会
＆
面
接
会  

午
前
10
時
30
分
～

個
別
ブ
ー
ス
で
の
仕
事
説
明
や
面
接

各
種
相
談
会  

午
前
10
時
30
分
～

・
県
社
会
福
祉
協
議
会
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
就
労
相
談

・
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
相
談

【
参
加
事
業
所
】　

介
護
・
障
が
い
福
祉
・

児
童
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
福
祉
関
係
、

農
業
事
業
者
、
シ
ニ

ア
の
雇
用
に
積
極
的

な
事
業
所  

な
ど

※
詳
し
く
は
、
チ
ラ

シ（
市
役
所
、
総
合

支
所
、
図
書
館
な
ど

に
設
置
）、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問

福
祉
政
策
課

（
36
）５
５
８
５
・
（
32
）６
５
１
８

※
Ｇ
Ｃ
Ｕ（
新
生
児
治
療
回
復
室
）と
は

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ（
新
生
児
集
中
治
療
室
）か
ら
、一
般

病
棟
へ
移
る
ま
で
の
間
、
経
過
観
察
を
行
い
な

が
ら
治
療
を
行
う
施
設

全体説明会
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◆
一
般
事
務
な
ど

雇
用
期
間  

４
月
１
日
～
令
和
３
年
３
月
31
日

試
験
日
時
・
場
所
・
内
容

２
月
19
日
R
（
受
験
番
号
に
よ
り
試
験
時

間
が
異
な
り
ま
す
）

文
化
会
館  

小
ホ
ー
ル

業
務
適
性
試
験
・
面
接
試
験

職
種
な
ど 

　
・
一
般
事
務
員（
所
属
は  

採
用
後
に
決
定
し
ま
す
）

・
管
理
栄
養
士
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）

・
管
理
栄
養
士
／
栄
養
士
（
幼
児
課
）

・
総
合
案
内
（
総
務
課
）

申
込
書
配
布
・
受
付
期
間

２
月
14
日
Y
ま
で
の
平
日
の
執
務
時
間
内

来
春
４
月
採
用

会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す

総
務
課　

（
36
）５
５
５
４
・

（
32
）３
２
３
７　
　
　
　
　

〒
５
２
３-

８
５
０
１  

桜
宮
町
２
３
６

申

問
・

◆
専
門
職

雇
用
期
間
　
４
月
１
日
～
令
和
３
年
３
月

31
日
（
２
回
に
限
り
更
新
可
能
性
あ
り
。

こ
の
場
合
は
３
年
間
の
雇
用
）

試
験
日
時
・
場
所
・
内
容

２
月
13
日
T　
（
職
種
に
よ
り
試
験
時
間

が
異
な
り
ま
す
）

市
役
所
４
階  

第
３
・
４
委
員
会
室

業
務
適
性
試
験
・
面
接
試
験

申
込
書
配
布
・
受
付
期
間

２
月
10
日
W
ま
で
の
平
日
の
執
務
時
間
内

職
種
な
ど

・
地
籍
調
査
等
専
門
員（
管
理
調
整
課
）

・
登
記
嘱
託
事
務
員

（
管
理
調
整
課
・
住
宅
課
）

・
介
護
認
定
審
査
会
事
務
員（
介
護
保
険
課
）

・
介
護
認
定
事
務
員（
介
護
保
険
課
）

・
介
護
認
定
調
査
員（
介
護
保
険
課
）

・
介
護
保
険
相
談
員（
介
護
保
険
課
）

・
保
険
料
等
徴
収
員（
保
険
年
金
課
）

・
市
史
編
纂
調
査
員（
文
化
観
光
課
）

・
介
護
保
険
給
付
管
理
事
務
員

（
長
寿
福
祉
課
）

・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
専
門
員

（
長
寿
福
祉
課
）

・
障
が
い
者
支
援
区
分
認
定
調
査
員

（
障
が
い
福
祉
課
）

・
手
話
通
訳
員（
障
が
い
福
祉
課
）

・
発
達
障
害
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
障
が
い
福
祉
課
）

・
障
が
い
者
相
談
員（
障
が
い
福
祉
課
）

・
施
設
利
用
支
援
員（
市
民
共
生
セ
ン
タ
ー
）

・
相
談
支
援
員（
援
護
課
）

・
女
性
相
談
員（
子
ど
も
支
援
課
）

・
家
庭
児
童
相
談
員（
子
ど
も
支
援
課
）

・
母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
兼
プ
ロ
グ
ラ

ム
策
定
員（
子
ど
も
支
援
課
）

・
利
用
者
支
援
員（
子
ど
も
支
援
課
）

・
消
費
生
活
相
談
員（
人
権
・
市
民
生
活
課
）

◆
障
が
い
者
対
象

雇
用
期
間
　
４
月
１
日
～
令
和
３
年
３
月

31
日
（
２
回
に
限
り
更
新
可
能
性
あ
り
。

こ
の
場
合
は
３
年
間
の
雇
用
）

試
験
日
時
・
場
所
・
内
容

２
月
15
日
U　

午
前
８
時
30
分
受
付

市
役
所
４
階  

第
３
・
４
委
員
会
室

筆
記
試
験
・
面
接
試
験

職
種
な
ど 

・
労
務
員（
近
江
八
幡
図
書
館
）

・
一
般
事
務
員（
所
属
は
採
用
後
に
決
定

し
ま
す
）

申
込
書
配
布
・
受
付
期
間

２
月
10
日
W
ま
で
の
平
日
の
執
務
時
間
内

各
採
用
区
分
共
通

応
募
方
法
　
受
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
各
採
用
区
分

の
受
付
最
終
日
の
消
印
分
ま
で
）。

　

申
込
書
は
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。
郵
送

で
の
取
り
寄
せ
は
、
封
筒
の
表
に
「
会
計

年
度
任
用
職
員
試
験
申
込
書
」お
よ
び「
希

望
の
採
用
区
分
」
を
明
記
し
、
返
信
用
封

筒
（
94
円
切
手
を
貼
り
宛
名
を
明
記
）
を

同
封
の
う
え
、
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

※
業
務
内
容
、
資
格
要
件
な
ど
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問誰かを思う誰かを救う。 

「はたちの献血」キャンペーン

　成人式を迎える「はたち」の若者を中心に、献血への理
解と協力を求めることを目的とした「はたちの献血」キャ
ンペーンを２月29日まで実施しています。献血をしてい
ただいた皆さんには粗品をお渡しします。献血にご協力を
お願いします。
　献血の日程などの詳細は、市ホームページ「今月の健
康ガイド」をご覧ください。

●１日に平均約3000人が輸血を必要としています。
●血液には有効期限があります。
　赤血球は21日間、血小板は４日間の有効期間です。
●献血は16歳からできます。
　全血献血の200㎖は16歳から、400㎖は男性17歳・女
性18歳からできます。成分献血は18歳からできます。
●献血にかかる所要時間は全血献血で約40分です。

健康推進課
（３３）４２５２・ （３４）６６１２
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問

※し尿収集カレンダーは、各コミュニティセンターおよび環境課に設置、市ホームページでご覧いただけます。

し尿の収集日程（近江八幡地域対象）
　　環境課

（３６）５５０９
（３６）５８８２

収集日
学区

　　　　　　収 集 区 域 収集日
４月 5 月 6 月 7 月 ８月 9 月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

２ １ ２ １ ３ １ 八
幡

八幡学区（1 区から 11 区、15 区から 18 区、
20 区） １ ２ ２ ５ １ ２

３ ７ ３ ２ ４ ２ 八幡学区（12 区、13 区、14 区、19 区） ２ ４ ３ ６ ２ ３

６ ８ ５ ６ ５ ３
岡
山
・
北
里

新栄町、小船木町、船木町、南津田町、大房町 ５ ５ ７ ７ ３ ４

７ 11 ８ ７ ６ ４ 加茂町、牧町、水茎町、元水茎町 ６ ６ ８ ８ ４ ５

９ 12 ９ ９ ７ ８ 江頭町、十王町、田中江町、小田町 ８ ９ ９ 12 ５ ８

10 13 10 10 11 ９ 佐波江町、野村町 ９ 10 10 13 ８ ９

13 14 11 13 12 11
武
佐

末広町 12 11 11 14 ９ 11

14 15 12 14 17 14 西生来町、武佐町、友定町、御所内町、
長光寺町、西宿町、野田町 13 12 14 15 10 12

15 18 15 15 18 15
金
田

南本郷町、西上田、若葉町、鷹飼町、駅前 14 13 15 18 12 15

16 19 16 16 19 16 西本郷町、金剛寺町、上田町、杉森町 15 16 16 19 15 16

17 20 17 17 20 17 長田町、西庄町、浅小井町 16 17 17 20 16 17

20 21 19 20 21 18 馬
淵

新巻町、浄土寺町、倉橋部町、岩倉、新在家、
七津屋、上畑町、千僧供町、長福寺町、東川町 20 19 18 21 17 18

21 22 22 21 24 23 東横関町、馬淵町、南新在家 21 20 21 22 18 19

22 25 24 22 25 24

桐
原

上野町、篠原町、安養寺町 23 24 22 25 19 23

23 26 25 27 26 25 古川町、益田町、森尻町、赤尾町、大森町、
堀上町、八木町、白鳥町、池田本町 26 25 23 26 22 24

24 27 26 28 27 28 中小森町、日吉野町、東町、竹町 27 26 24 27 24 25

27 28 29 29 28 29 若宮町 28 27 25 28 25 29

30 29 30 30 31 30 島島学区全域（沖島を除く） 29 30 28 29 26 30

・くみ取りの依頼は、日吉（☎３２－５５５５）へ直接連絡してください。
・し尿くみ取り手数料は、240 円／ 18 ℓ（合計金額は 10 円未満切り捨て）
・収集日に留守されますと、十分な収集ができない場合があります。

締切日 掲載期間 広告料（税込）
上半期 ２月 28 日 Y ４月１日から半年間 ２０，０００円
下半期 ８月 31 日 W 10 月１日から半年間 ２０，０００円

１年 ２月 28 日 Y ４月１日から１年間 ３０，０００円
【アプリのトップ画面】

各
採
用
区
分
共
通

応
募
方
法
　
受
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
各
採
用
区
分

の
受
付
最
終
日
の
消
印
分
ま
で
）。

　

申
込
書
は
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。
郵
送

で
の
取
り
寄
せ
は
、
封
筒
の
表
に
「
会
計

年
度
任
用
職
員
試
験
申
込
書
」お
よ
び「
希

望
の
採
用
区
分
」
を
明
記
し
、
返
信
用
封

筒
（
94
円
切
手
を
貼
り
宛
名
を
明
記
）
を

同
封
の
う
え
、
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

※
業
務
内
容
、
資
格
要
件
な
ど
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問・申

ごみ分別アプリに広告を出してみませんか

　近江八幡市公式スマートフォン用アプリ『近江八幡市ごみ分別アプリ』の広告を
募集しています。地域密着型のアプリで、お店や会社のＰＲをしてみませんか。
　広告掲載期間や広告料は下表のとおりです。詳しくは、市ホームページなどをご
覧ください。

環境課  （３６）５５０９・ （３６）５８８２

Android 版 iPhone 版

ゴミ分別アプリは下のコード
からダウンロードできます
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１
月
12
日
、成
人
式
が
行
わ
れ
、新
成

人
７
２
５
人
が
大
人
の
仲
間
入
り
を
し

ま
し
た
。

　

新
成
人
た
ち
は
同
級
生
や
恩
師
と
の

再
会
を
喜
ぶ
と
と
も
に
、
社
会
人
と
し

て
の
自
覚
を
再
認
識
し
て
い
ま
し
た
。

実
行
委
員
長
の
野
口
将
太
郎
さ
ん
は
、

「
実
行
委
員
会
の
活
動
を
通
じ
て
、
大
人

の
仲
間
入
り
を
し
た
と
い
う
自
覚
と
、

ふ
る
さ
と
近
江
八
幡
の
魅
力
を
再
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
貴
重

な
経
験
を
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
か
し

て
い
き
た
い
」と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、今
回
は
お
や
じ
連
、ガ
ー
ル
ス

カ
ウ
ト
の
皆
さ
ん
に
も
会
場
運
営
の
お

手
伝
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
年
の
成
人
式
は
、
令
和
３
年
１
月

10
日
に
開
催
し
ま
す
。

実行委員のみなさん
（左から）森野眞穂さん、中島悠花さん、瀬川慧さん、
野口将太郎さん、大澤暉さん、深尾悠美さん

二
部
の
抽
選
会
で

賞
品
ゲ
ッ
ト

し
ま
し
た
！

近江兄弟社高等学校書道部による
書道パフォーマンスで披露いただいた作品
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コ
グ
ニ
ウ
ォ
ー
ク
と
は
、
計
算
や
し
り
と

り
な
ど
頭
を
使
い
な
が
ら
行
う
認
知
症
予

防
に
効
果
的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
こ
と
で

す
。
今
回
は
、
お
や
じ
連
「
白
鳥
川
の
景
観

を
良
く
す
る
会
」の
協
力
の
も
と
、
び
わ
湖

よ
し
笛
ロ
ー
ド
を
歩
き
ま
す
。
白
鳥
川
の
魅

力
を
再
発
見
し
ま
せ
ん
か
。

　

頭
と
体
を
動
か
し
、み
ん
な
で
お
し
ゃ
べ

り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
３
月
25
日
R　

午
前
10
時
～
正
午

場
所　
ひ
ま
わ
り
館
集
合

申

問
・

健
康
推
進
課　

（
33
）４
２
５
２
・

（
34
）６
６
１
２

0
1

0
8

3
6

@
city.om

ihachim
an.lg.jp

健
康
推
進
課　

（
33
）４
２
５
２
・

（
34
）６
６
１
２

認
知
症
・
筋
力
低
下
予
防

「
コ
グ
ニ
ウ
ォ
ー
ク
＆
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
」
参
加
者
募
集

２
月
４
日
～
10
日
は

「
滋
賀
県
が
ん
と
向
き
合
う
週
間
」
で
す

子
ど
も
も
大
人
も
脳
力
＆
能
力
ア
ッ
プ

親
子
向
け
コ
オ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
体
験
会

健
康
推
進
課
の
お
ス
ス
メ
講
座

対
象　
市
内
在
住
で
医
師
か
ら
運
動
制
限

の
指
示
を
受
け
て
い
な
い
人

定
員　
15
人

参
加
費　
３
０
０
円

内
容　

約
２
㎞（
30
分
程
度
）
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
。ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
後
は
、カ
フ
ェ
タ

イ
ム
を
行
い
ま
す
。

持
ち
物　

飲
み
物
、
帽
子
な
ど（
運
動
の

で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
）

※
当
日
の
け
が
は
応
急
処
置
を
行
い
ま
す

が
保
険
に
は
加
入
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

滋
賀
県
で
は
、１
年
間
に
約
９
０
０
０

人
が「
が
ん
」の
診
断
を
受
け
、約
３
５
０

０
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
は
検
診
を
受
け
る
人
が
少
な
い
こ

と
も
あ
り
、
人
口
比
率
で
は
先
進
国
の
中

で
が
ん
死
亡
率
が
高
い
状
況
で
す
。
が
ん

検
診
受
診
率
が
80
％
を
超
え
て
い
る
国
が

あ
る
中
で
、
日
本
は
30
％
か
ら
40
％
台
で

す
。

　

検
診
で
が
ん
を
発
見
し
た
場
合
と
、
検

診
以
外
で
発
見
し
た
場
合
と
で
は
、５
年

後
の
生
存
率
が
大
幅
に
違
い
ま
す
。
毎
年

１
回（
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
は
隔
年
）は

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

普
段
使
わ
な
い
脳
神
経
に
刺
激
を
与

え
、
自
身
に
も
と
も
と
備
わ
っ
て
い
る
能

力
を
引
き
出
す
こ
と
で
、
体
力
・
運
動
能

力
の
向
上
、
ケ
ガ
の
減
少
、
姿
勢
の
改
善

や
集
中
力
の
向
上
が
報
告
さ
れ
て
い
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。

日
時　
３
月
７
日
U　

午
前
10
時
～
正
午

場
所　
金
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
年
中
か
ら
小
学
３
年

生
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

定
員
　
30
組（
必
ず
親
子
で
参
加
）

問

日本人の ２人に１人 が、がんになっています

早期発見・早期治療で、治る可能性が高い病気です。早期のがんは、
自覚症状がありませんが、検診で早期のがんを発見できます。
市が実施するがん検診は、治療中や自覚症状のある人を除き、市民
どなたでも受けられます。

＊対象年齢は、令和２年３月31日時点です。

胃がん検診
◆問診、胃内視鏡検査（胃カメラ）
対象/50歳代偶数年齢（２年に１回）
日程/水・金曜日の午前10時～
　     （一部、月曜日あり）
場所/総合医療センター
費用/4000円
予約先/健康推進課

乳がん検診
◆問診、乳房レントゲン検査
対象/40歳以上の女性（２年に１回）
場所/県内指定医療機関
料金/40 ～ 49歳　2200円
　　  50歳以上　   1600円
予約先/医療機関（総合医療センター
は事前に健康推進課にご連絡ください)

大腸がん検診
◆問診、便潜血検査
対象/40歳以上
場所/市内指定医療機関
料金/800円
予約先/医療機関

子宮頸がん検診
◆問診、内診、細胞診
対象/20歳以上の女性（２年に１回）
場所/県内指定医療機関
料金/1700円
予約先/医療機関

荒木秀夫先生
（徳島大学名誉教授）

持
ち
物
　
運
動
し
や
す
い
服
装
、運
動
靴
、

飲
み
物

申
込
方
法　
２
月
27
日
T
ま
で
に
、氏
名
、

年
齢
、町
名
、電
話
番
号
、運
動
の
有
無（
有

の
場
合
は
内
容
）を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

NHKでも紹介

「ガッテン!」に出演

参加
無料
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市ファミリーサポートセンター
（ＮＰＯ法人子育てサポートおうみはちまんすくすく）

（３１）３３２０・ （３１）３３３５

日　時 内　容

３月４日 R

午前９時 30 分～ 10 時 オリエンテーション・保育サポーターの役割

午前 10 時～正午 保育のこころ

午後１時～２時 気になる子どもの理解と関わり

午後２時 10 分～３時 10 分 事例発表・事務説明

3 月 5 日 T

午前９時 30 分～ 11 時 ・子どもの心と身体の発達・事故予防
・小児看護の基礎知識

午前 11 時～正午 子どもの虐待予防と親支援

午後１時～２時 子どもの絵本と読み聞かせ

午後２時 10 分～３時 10 分 救命講習

3 月 6 日 Y

午前９時 30 分～ 11 時 30 分
保育実習と親子交流会
①手作りおもちゃを作ろう 
②子どもとあそぼう

午前 10 時～正午 あそびのひろば
（おもちゃや遊具で自由に遊べるコーナー）

　ファミリーサポートセンターとは、地域の中で子育
てを手伝ってほしい人とお手伝いできる人が会員にな
り、助け合う仕組みです。
　この度、子育てのお手伝いをいただく「保育サポー
ター」を募集します。
　子育てのしやすい街にするために、皆さんの力を貸
してください。

場所　ひまわり館
定員　25 人
参加無料
※託児あり（要事前予約・無料）
申込締切　２月 25 日 E

・申 問

申
問
・
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開館時間やイベント詳細は

　市ホームページから確認できます。

ホームページＵＲＬ
http://www.city.omihachiman.shiga.jp/link/kosodate.html

子育て応援ひろば
２ 月のイベント情報

八  八幡子どもセンター（火～土曜日）      （32）6330

東  八幡東子どもセンター（火～土曜日）      （37）2862

西  八幡西子どもセンター （火～土曜日）     （33）0703
ク 子育て支援センター「クレヨン」（子育て広場・親子交流広場の開催日）

 （36）7270

安 安土子育て支援センター（月～金曜日）       （46）6400

ほ・八 ほんわかの家・八幡（月～金曜日）         （32）3077

ほ・金 ほんわかの家・金田（月・火・金曜日）       （32）3077

あ  あいあいの家（火・水・金曜日）                    （31）2677

は  はちはぴひろば（月・火・金・土曜日）           （38）5623

施設を表すアイコン ・開館日（祝日は除く）

対象年齢の記載がないものは乳幼児が対象です。イベント名が★オレンジ字は予約が必要ですので、施設に直接申し込みください。

日 月 火 水 木 金 土

26 27 28 29 30 31 1
東体育館開放
　午前10時～（就学前まで）

2 3 4 5 6 7 8
ク遊びの出前
　午前10時～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

ほ・八★お誕生会
　午前11時～

ほ・金★お誕生会
　午前11時～

東子育て相談・身体測定
　午前10時～（就学前まで）

ク★子育て相談日
　午前9時～

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前９時30分～

あお話広場
　午前10時30分～

八★おひさま広場
（おひなさまづくり）　午前10時～

東★おひなさま作り
　午前10時～（就学前）

西斉藤助産師さんのお話
　午前10時～

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

安ねんねサロン
　午前９時30分～（1歳まで）

あママカフェ
　午前９時30分～

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

 ほ・八赤ちゃんデー
　午前9時30分～

ほ・八ティータイム
　午前11時～

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

 ほ・八えほんの時間
　午前11時30分～

東体育館開放
　午前10時～（就学前まで）

西★ダンス・ヨガをしよう
　午後２時～（小学生）

は★パパの子育て
応援講座
　午前11時～（どなたでも）

9 10 11㊗ 12 13 14 15
ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

ほ・金★マスクケースを
作ろう！
　午前10時30分～

西子育て相談・身体計測
　午前10時～

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

あママカフェ
　午前９時30分～

安すくすく食育
　午前11時～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

 ほ・八赤ちゃんデー
　午前9時30分～

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

ほ・金赤ちゃんデー
　午前9時30分～

東★万華鏡作り
　午後２時～（小学生）

西★手作り教室・
エコバッグ作り
　午後２時～（小学生）

16 17 18 19 20 21 22
ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

安絵本のひろば
　午前10時～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

八にこにこデー
　午前10時～（０歳児）

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前９時30分～

ほ・金双子ちゃんデー
　午前10時～

八★取り分け乳児食講座
　午前９時40分～（１歳２カ月前後児）

東★図書館のお話と
こま作り
　午前10時～（就学前）

ク★子育て相談日
　午前9時～

安子育て相談室
　午前9時～

あ★ティータイム＆お誕生会
　午前10時30分～

西★わらべうた・
ふれあい遊び
　午前10時30分～（1～3歳児）

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

 ほ・八赤ちゃんデー
　午前9時30分～

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

ほ・金Free talk
　午前10時30分～

八★パパママあそぼ
（フォトデコづくり）　午前10時～

東体育館開放
　午前10時～（就学前まで）

23㊗ 24㊡ 25 26 27 28 29
ク子育て広場
　午前９時～

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前９時30分～

ほ・金身体測定日
　午前9時30分～

八★離乳食講座（もぐもぐ）
　午前９時40分～（８～10カ月児）

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

安にこにこ音楽会
　午前10時～

ほ・八井戸端会議
　午前10時30分～

あママカフェ
　午前９時30分～

ほ・八★食育講座
「みんなで一緒にみそ作り体験」
　午前11時30分～

東★ベビーマッサージ
　午前10時～（0歳児）

西おひな様をつくろう
　午前10時～

ク親子交流広場
　午後１時30分～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

 ほ・八赤ちゃんデー
　午前9時30分～

あ救急救命講座
　午前10時30分～

ほ・金赤ちゃんデー
　午前9時30分～

東体育館開放
　午前10時～（就学前まで）
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日 日時 場 場所
対 対象 内 内容
定 定員 ￥ 費用
出 出演 持 持物
講 講演・講師
申 申込方法
締 申込締切 / 期間

の
人
や
使
用
し
て
い
な
い
商
品
券
を
持
っ

て
い
る
人
は
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

商
品
券
販
売
期
日　
２
月
18
日
E

商
品
券
使
用
期
日　
３
月
２
日
W

▼
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
使
い
方
講
座
を
開
催

　
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
」
と
い
う
言
葉
は

聞
く
け
ど
、
よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
人

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
と
は
何
か
、
ま
た
そ
の
利
用
方
法

な
ど
に
つ
い
て
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

消
費
者
を
対
象
と
し
た
講
座
で
す
が
、
関

心
の
あ
る
事
業
所
の
人
も
消
費
者
の
立
場

で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
無
料
・
申
込
不
要

日　

２
月
14
日
Y　

午
後
３
時
～
４
時

場　

ひ
ま
わ
り
館
１
階
ホ
ー
ル

問　

商
工
労
政
課

（
36
）５
５
１
７
・

（
46
）５
２
３
０

▼（
仮
称
）近
江
八
幡
市
観
光
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
検
討
委
員
を
募
集

　

本
市
の
観
光
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

対　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
18
歳
以

上
で
、
観
光
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
関
心
が

あ
り
、
年
間
３
回
程
度
の
会
議
に
出
席
で

き
る
人

定　

２
人
以
内

任
期　
委
嘱
日
か
ら
令
和
３
年
３
月
31
日

ま
で

申　

住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
電

話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
本
市
の
観
光
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
意
見
や
抱
負
を

日　

２
月
29
日
U　

午
後
２
時
～
４
時
30
分

場　

桐
原
っ
子
ホ
ー
ル（
桐
原
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
エ
リ
ア
内
）

対　

・
学
校
医
、
歯
科
医
、
薬
剤
師
な
ど

の
学
校
保
健
関
係
者
、市
内
保
育
所（
園
）・

こ
ど
も
園
・
幼
稚
園
・
小
中
学
校
職
員
お

よ
び
保
護
者
の
ほ
か
、
学
校
保
健
に
関
心

の
あ
る
人

内　

○
第
22
回
近
江
八
幡
保
健
文
化
賞

表
彰
式

○
講
演「
子
ど
も
の
心
が
健
康
に
育
つ
た

め
の
言
葉
が
け
や
接
し
方
」

講
師
／
中
島
み
ち
る
さ
ん（
人
財
育
成
・

共
育
ち
ク
リ
エ
イ
タ
ー
）

参
加
無
料
・
託
児
あ
り（
２
歳
～
就
学
前

児
、要
事
前
申
込
）

申
問
・
　

市
学
校
保
健
会
事
務
局

（
学
校
教
育
課
内
）

（
36
）５
５
３
１
・

（
32
）３
３
５
２

▼
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

　
販
売
・
使
用
期
日
が
迫
っ
て
い
ま
す
！

　

購
入
引
換
券
を
お
持
ち
で
購
入
が
ま
だ

ま
と
め
た
作
文（
４
０
０
字
以
内
、
様
式

自
由
）
を
添
え
て
、
持
参
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
、
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出

さ
れ
た
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

締　

２
月
12
日
R
消
印
有
効

※
選
考
結
果
は
応
募
者
全
員
に
個
別
に
通

知
し
ま
す
。

申
問
・
　

文
化
観
光
課

（
36
）５
５
７
３
・

（
36
）５
８
８
２

048200@
city.om

ihachim
an.lg.jp

〒
５
２
３
‐
８
５
０
１（
住
所
記
載
不
要
）

▼
文
化
振
興
審
議
会
委
員
を
募
集

　

市
の
文
化
振
興
に
関
係
す
る
こ
と
に
つ

い
て
調
査
・
審
議
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

対　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
18
歳
以

上
で
、
文
化
や
芸
術
の
振
興
に
関
心
が
あ

り
、
年
間
３
回
程
度
の
会
議
に
出
席
で
き

る
人

定　

２
人
以
内

任
期　
委
嘱
日
か
ら
令
和
４
年
３
月
31
日

ま
で

申　

住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
電

話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
文
化
振
興
に
関

す
る
意
見
や
抱
負
を
ま
と
め
た
作
文（
４

０
０
字
～
８
０
０
字
程
度
、
様
式
自
由
）

を
添
え
て
、
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。
提
出
さ
れ
た
応
募
書
類
は
返
却
し

ま
せ
ん
。

締　

２
月
17
日
W
消
印
有
効

※
選
考
結
果
は
応
募
者
全
員
に
個
別
に
通

知
し
ま
す
。

申
問
・
　

文
化
観
光
課

（
36
）５
５
２
９
・

（
36
）５
８
８
２

〒
５
２
３
‐
８
５
０
１（
住
所
記
載
不
要
）

第
57
回
学
校
保
健
を
語
る
会

商
工
労
政
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

文
化
観
光
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

内科・消化器科・小児科・循環器科・ｱﾚﾙｷﾞｰ科

けいさつ署●

　クリーニング
●相互

マイン薬局●

ココ
★

近江八幡市立
総合医療センター
八木町

堀上町

広告

まつざわ
メディカルクリニック

Matsuzawa Medical Clinic

(Internal medicine)

( 旧 松澤医院 ) 

近江八幡市土田町 268-3

診 療 時 間 日 月 火 水 木 金 土

AM  8:30 ～ 12:00
※日曜は 9：00 ～

※

祝日は休み

PM  4:30 ～ 7:00 / / / /

A（0748）

32-4508

http://324508.jp

桐
原
東
小
学
校

白
鳥
川●

●

申し込み・お問い合わせは秘書広報課まで
（３６）５５２６・ （３２）２６９５

【掲載基準】
１枠　３１，４７０円　        　
　（縦６㌢×横９㌢・モノクロ）

掲載基準など
詳しくはお問い合わせください。

広告掲載募集！
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都
市
計
画
法
第
17
条
第
１
項
の
規
定
に

基
づ
き
、縦
覧
し
ま
す
。な
お
、こ
の
案
に

つ
い
て
市
長
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

縦
覧
す
る
計
画
　
近
江
八
幡
八
日
市
都
市

計
画「
地
区
計
画
」の
案（
鷹
飼
町
横
八
反

田
地
区
計
画
）

縦
覧
・
意
見
提
出
期
間　
２
月
18
日
E
～

３
月
２
日
W（
執
務
時
間
内
）

縦
覧
場
所　
都
市
計
画
課（
総
合
支
所
）

意
見
書
の
提
出
方
法　
所
定
の
様
式
に
意

見
内
容
と
住
所
、
氏
名
な
ど
を
記
載
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
問
・
　

都
市
計
画
課

（
36
）５
５
１
０
・

（
32
）５
０
３
２

011210@
city.om

ihachim
an.lg.jp

　

樹
木
希
林
さ
ん
最
後
の
主
演
作
品「
あ

ん
」
を
上
映
し
ま
す
。
題
材
で
あ
る
ハ
ン

セ
ン
病
に
対
す
る
偏
見
か
ら
、
日
常
に
あ

る
差
別
意
識
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

日　

２
月
29
日
U　

午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分（
午
後
１
時
受
付
）

場　

市
文
化
会
館　

小
ホ
ー
ル

内　

上
映
作
品「
あ
ん
」

参
加
無
料
・
申
込
不
要
・
託
児
あ
り(

生

後
６
カ
月
か
ら
就
学
前
ま
で
、
10
日
前
ま

で
に
要
予
約)

問　

人
権
・
市
民
生
活
課

（
36
）５
５
６
６
・

（
36
）５
５
５
３

　

保
険
料
の
納
付
方
法
は
次
の
３
種
類
が

あ
り
、ま
と
め
て
前
払
い（
前
納
）す
る
と

割
引
さ
れ
ま
す
。
口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
の
６
カ
月
、
１
年
、
２
年
前

納
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、２
月
末
ま
で

に
申
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
納
付
書

　

年
金
事
務
所
か
ら
届
く
納
付
書
で
お
支

払
い
で
き
ま
す
。
納
付
期
限
か
ら
２
年
間

は
利
用
で
き
ま
す
。
使
用
期
限
を
過
ぎ
て

し
ま
っ
た
場
合
は
、
年
金
事
務
所
に
連
絡

し
て
再
発
行
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

②
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

　

年
金
事
務
所
に
申
出
書
を
提
出
す
る
と
、

カ
ー
ド
会
社
が
立
て
替
え
納
付
を
行
い
、

後
日
カ
ー
ド
会
員
に
請
求
さ
れ
ま
す
。

③
口
座
振
替

　

金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務
所
に
申
出

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

草
津
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課

０
７
７
（
５
６
７
）２
２
２
０

保
険
年
金
課

（
36
）５
５
０
２
・

（
33
）１
７
１
７

安
土
未
来
づ
く
り
課

（
46
）７
２
０
６
・

（
46
）６
１
４
６

職
種
　
看
護
師（
市
民
保
健
セ
ン
タ
ー
）

勤
務
日
数　

月
１
～
５
回（
お
お
む
ね
半

日
勤
務
）

業
務
内
容　
乳
幼
児
健
診
な
ど

申
込
方
法　
２
月
28
日
Y
ま
で
に
電
話
連

絡
の
う
え
、
市
民
保
健
セ
ン
タ
ー
に
来
所

人
権
啓
発
映
画
会
を
開
催

国
民
年
金
保
険
料
は
前
納
が
お
得

臨
時
的
任
用
職
員
の
募
集（
随
時
採
用
）

し
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
勤
務
条
件
や

業
務
内
容
な
ど
の
詳
細
は
、
申
し
込
み
時

に
ご
説
明
し
ま
す
。

申
問
・
　

健
康
推
進
課

(

33)

４
２
５
２
・

(

34)

６
６
１
２

　

昭
和
23
年
９
月
11
日
か
ら
平
成
８
年
９

月
25
日
ま
で
の
間
に
優
生
手
術
な
ど
を
受

け
た
人
へ
、
国
か
ら
一
時
金
３
２
０
万
円

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

支
給
に
は
ご
本
人
か
ら
の
請
求
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問　

旧
優
生
保
護
法
一
時
金
受
付
・
相

談
窓
口（
県
健
康
寿
命
推
進
課
内
）

０
７
７
（
５
２
８
）３
６
５
３

０
７
７
（
５
２
８
）４
８
５
７

eg0
0

0
2

@
pref.shiga.lg.jp

　

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
も
の
忘
れ
が
簡
単
に

チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す（
認
知
症
の
診
断
で

は
あ
り
ま
せ
ん
）。
普
段
の
生
活
の
中
で
、

ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
や
心
配
事
が
あ
れ
ば

お
越
し
く
だ
さ
い
。要
予
約
・
参
加
無
料

日　

２
月
20
日
T　

午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

場　

ひ
ま
わ
り
館
２
階　

研
修
室

対　

市
内
在
住
者

定　

20
人（
先
着
順
）

申　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
問
・
　

長
寿
福
祉
課

(

31)

３
７
３
７
・

(
31)
３
７
３
８

広告

近
江
八
幡
八
日
市
都
市
計
画

「
地
区
計
画
」案
の
縦
覧

旧
優
生
保
護
法
に
よ
る
優
生
手
術
を

受
け
た
人
へ
一
時
金
を
支
給

も
の
忘
れ
相
談
会

　不動産・相続の法律問題

お任せください

 相 続 ト ラ ブ ル ( 遺 産 分 割 協 議・ 遺 言 な ど )
 賃 貸 ト ラ ブ ル ( 家 賃 滞 納・ 立 退 き な ど )
 不 動 産 売 買 ト ラ ブ ル ( 瑕 疵・ 説 明 不 足 な ど )

広告

虎ノ門法律経済事務所
京都支店

京都市中京区烏丸通三条下る饅頭屋町 595 番地 3
大同生命京都ビル 2 階 022 号室

A０７５‐７４４‐０８２４

　代表弁護士　今井 良輔（京都弁護士会所属　岡山小・八幡中ＯＢ）
地下鉄 烏丸御池駅 5 番出口 徒歩 1 分

 初回
相談料
 無料
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今
月
の
税
・
料
の
納
付

（
納
付
期
限　

３
月
２
日
W)

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税（
４
期
）

国
民
健
康
保
険
料（
９
期
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
８
期
）

介
護
保
険
料（
８
期
）

【P

ペ
イ
ビ
ー

ayB

】

https://payb.jp

【
楽
天
銀
行
コ
ン
ビ
ニ
支
払
サ
ー
ビ
ス
】

https://w
w

w
.rakuten-bank.co.jp

※
詳
し
く
は
広
報
５
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【出典　わたしたちの手話学習辞典】

手み な の ㉞ん 話

木曜日 金曜日 土曜日

障がい福祉課　 （３１）３７１１・ （３１）３７３８問

土をつまむような形
をつくり指をこすり
合わせる

向かい合わせた両手
の親指と人差し指を
上げながら少し開く

親指と人差指で輪を作
り少しゆらす

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
か
ん
た
ん
決
済

12
月
19
日
か
ら
１
月
17
日
ま
で
の
受
付
分

福
祉
基
金
に
と

光
友
易
学
５
千
円
、近
江
八
幡
舞
踏
研
究
会
２
万
円

子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
と

匿
名
３
千
円

対　

次
の
対
象
家
畜
を
飼
養
し
て
い
る
人

①
牛
、水
牛
、馬
、鹿
、め
ん
羊
、山や

ぎ羊
、豚
、

い
の
し
し

②
鶏
、
あ
ひ
る
、
う
ず
ら
、
き
じ
、
ほ
ろ
ほ

ろ
鳥
、七
面
鳥
、だ
ち
ょ
う

提
出
方
法　
令
和
２
年
２
月
１
日
時
点
の

状
況
を
、
滋
賀
県
家
畜
保
健
衛
生
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
様
式
に
よ

り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　
対
象
家
畜
①
は
４
月
15
日
R

ま
で
、対
象
家
畜
②
は
６
月
15
日
W
ま
で

　

ご
不
明
な
点
は
、
滋
賀
県
家
畜
保
健
衛

生
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

滋
賀
県
家
畜
保
健
衛
生
所

(

37)

７
５
１
１
・

（
37
）４
８
２
１

　

近
江
八
幡
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
夢
や
ア

イ
デ
ア
な
ど
、
熱
い
想
い
を
市
長
と
話
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

時
間
・
場
所　
市
役
所
市
長
室
、
平
日
の

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時（
時
間
枠
30

分
以
内
、
市
長
不
在
の
場
合
は
除
く
）

申
込
方
法　
希
望
す
る
日
の
１
週
間
前
ま

で
に
、
窓
口
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

希
望
の
日
時
・
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
・
ト
ー

ク
内
容
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　
ト
ー
ク
タ
イ
ム
の
様
子
は
記
録

し
、
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
公
開
し
ま
す
。政
治
、宗
教
や
営
利

を
目
的
と
し
た
も
の
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

申
問
・
　

秘
書
広
報
課　

（
36
）５
５
２
６
・

（
32
）２
６
９
５

kouhou@
city.om

ihachim
an.lg.jp

　

こ
の
制
度
は
、
公
立
の
小
・
中
学
校
で

学
ぶ
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
の
経
済
的
な

負
担
を
軽
く
す
る
た
め
に
、
学
校
で
必
要

な
学
用
品
費
、
学
校
給
食
費
、
修
学
旅
行

費
な
ど
の
一
部
を
援
助
す
る
制
度
で
す
。

対　

令
和
２
年
度
に
、
市
立
各
小
・
中

学
校
、
県
内
の
国
立
・
県
立
の
小･

中
学

校
に
通
う
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
で
、
援

助
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
人
（
生
活
保
護

世
帯
を
除
く
）。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

申　

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、

世
帯
毎
に
、
４
月
か
ら
在
籍
す
る
小
・
中

学
校
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
入

学
前
支
給
を
申
請
し
た
人
は
、
世
帯
の
変

更
な
ど
が
あ
る
場
合
の
み
、
再
度
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
、
各
小
・
中
学
校
お
よ
び
学

校
教
育
課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
条
件
な
ど
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

締　

４
月
17
日
Y

申
問
・
　

学
校
教
育
課

（
36
）５
５
３
１
・

（
32
）３
３
５
２

日　

２
月
15
日
U　

午
前
８
時
30
分
～

11
時

場　

市
役
所
駐
車
場

問　

農
業
振
興
課

（
36
）５
５
１
４
・

（
46
）５
３
２
０

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
で
学
ぶ
！
最
新
の
労
働

相
談
事
例
と
重
要
判
例
の
ポ
イ
ン
ト

　

労
働
時
間
や
有
給
休
暇
、
退
職
な
ど
の

身
近
な
相
談
事
例
と
、
関
連
す
る
重
要
判

例
を
具
体
的
に
交
え
な
が
ら
、
労
使
間
ト

ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
に
知
っ
て
お
き
た
い

ポ
イ
ン
ト
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

日　

２
月
14
日
Y　

午
後
２
時
～
４
時

場　

県
庁
東
館
７
階
大
会
議
室

対　

企
業
の
人
事
労
務
担
当
者
な
ど

定　

１
０
０
人　
　
　

参
加
無
料

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
問
・
　

県
労
働
雇
用
政
策
課

０
７
７
（
５
２
８
）３
７
５
１

　

夜
間
や
休
日
で
も
お
薬
の
相
談
が
で
き

ま
す
。薬
剤
師
が
お
答
え
し
ま
す
。

開
設
時
間

〇
夜
間　

午
後
９
時
～
翌
朝
午
前
９
時

（
月
～
土
曜
）

〇
休
日　

終
日（
日
曜
・
祝
日
）

問　

八
幡
蒲
生
薬
剤
師
会「
夜
間
・
休
日

お
薬
相
談
窓
口
」　

（
32
）５
５
３
０

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
基
づ
き
、
家
畜

の
飼
養
規
模
に
関
わ
ら
ず
、
所
有
者
に
は

毎
年
、
家
畜
飼
養
状
況
な
ど
の
県
へ
の
報

告
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

近
江
八
幡
こ
だ
わ
り
食
材

産
地
直
売
軽
ト
ラ
市

家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
基
づ
く

定
期
報
告

労
働
問
題
セ
ミ
ナ
ー

児
童
・
生
徒
就
学
援
助
費
給
付
制
度

夜
間
・
休
日
の
お
薬
相
談
窓
口

市
長
と
は
ち
ま
ん
夢
ト
ー
ク
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高殿円／著
（文藝春秋）

竹下文子／作　種村有希子／絵
（偕成社）

『まじょのむすめ 
ワンナ・ビー』

『グランドシャトー』

Book

おすすめ新着本
児童書

おすすめ新着本
一般書

『おばけのジョージーこまどりをたすける』
ロバート・ブライト／さく（好学社）

『空手、はじめます！』くすのきしげのり／作（講談社）
『ハンカチともだち』　なかがわちひろ／作（アリス館）
『図書館からの冒険』　　　　　　岡田淳／作（偕成社）

図書館においでよ!
近江八幡図書館　 （32）4090・ （32）4099
安土図書館　　　 （46）6479・ （46）6591

□－近江八幡図書館
○－安土図書館
■－両館

・２月 18 日 E ～ 21 日 Y は
蔵書点検のため、休館します。

（安土図書館）

２月の休館日

〈今月のおはなし会〉 図書館の雑誌に
広告を掲載してみませんか近江八幡図書館

おはなし研究会のおはなし会
　８日U

　０～２歳／午前10時～
　３～５歳／午前10時35分～
　小学生以上／午前11時10分～
※22日U　午前10時30分～
　金田コミュニティセンター
おはなしメリーゴーランド
　19日R　午前10時30分～　
　０～２歳

　資料の充実をはかるため、企業・団体・個人から雑
誌を提供していただき、その雑誌に広告などを掲示し
ています。詳しくは、お問い合わせください。
規格
雑誌コーナー
　５cm × 15cm のスポンサー名
カバー表紙下部
　３cm × 12cm のスポンサー名
カバー裏表紙
　カバーに収まるサイズの広告

安土図書館
絵本の時間
　７日Y　午前10時30分～
　０～２歳
安土おはなし童話クラブのおはなし会
　15日U

　３～５歳／午前10時～
　小学生以上／午前11時～

　昭和 38 年、大阪京橋のキャバレーに流れ着いた家出
少女ルーは、ナンバーワンの真珠の家に世話になりま
す。ささやかな日常を大切にして暮らす真珠を家族の
ように慕いながらも、彼女に秘密の多いことが気にな
るルー。そんななか、店の人気者となったルーのアイ
デアが、苦境の店に人を呼びます。

　ワンナ・ビーは、まほうつかいの父さんと、まじょ
の母さんの子としてのびのびと育ちます。６歳の時、
まじょの学校にはいりますが、まほうのべんきょうが
とてもにがてでした。そこで父さんと母さんは、ワンナ・
ビーをにんげんの学校へ転校させることにしました。

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29

『あたしたち、海へ』　　　　井上荒野／著（新潮社）
『自由は死せず』　　　　　　門井慶喜／著（双葉社）
『人面瘡探偵』　　　　　　　中山七里／著（小学館）
『ブルーブラッド』　　　　藤田宜永／著（徳間書店）

広告
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日  日時　場  場所　対  対象　内 内容　定  定員　￥  費用　講  講師　出  出演　持  持ち物　申  申込方法　締  申込締切・申込期間

広告

広告

みやび建設株式会社
滋賀県近江八幡市鷹飼町北４丁目１番地 16

　TEL０１２０－５６６－３８１・FAX０７４８―３１－０２３３

家
を
建
て
る

家
族
と
共
に
、
思
い
出
を
育
む
家
。

ど
ん
な
日
も
、
ど
ん
な
時
も
、

家
族
を
包
ん
で
く
れ
る
家
。

私
達
と
一
緒
に
思
い
出
の
一
ペ
ー
ジ

描
き
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

－新築・リフォーム・建て替えのご相談承ります－

広告

市民共生センター
（はつらつ館・水曜休館） 

TEL （31）2700・FAX （31）2800 
『折り紙教室』

～鶴の席札の折り方～
日　３月６日Y　午後１時～４時
対　高齢者・障がい者
定　15人　￥　200円（材料費）
持　練習用の折り紙、ハサミ、ノリ
申　電話で申し込みください。
締　２月４日E～２月18日E

パソコンフォロー教室
　パソコン利用支援ボランティアによ
る、パソコン利用に関するアドバイス・
指導。
日　３月２日からの毎週月・火・土曜
日（いずれかの日を選んで受講）
午前10時～正午
対　市内在住で、市民共生センター
にて開講した「パソコン教室」と「パソ
コンフォロー教室」のどちらかを1年
以内に受講したことのある人
申　電話で申し込みください。
締　２月6日T～２月13日T

かわらミュージアム 

TEL （33）8567・FAX （33）8722 

県立近代美術館県内移動展示事業・
かわらミュージアム企画展

「土から生まれた」
　「土」をテーマに、県内の福祉施設
での造形活動の中から生まれた陶芸
作品をお楽しみください。
日　２月15日U～３月22日Q

午前９時～午後５時（入館は午後４
時30分まで）
￥　一般300円、小・中学生200円

運動公園(津田町18） 

TEL （33）6303・FAX （33）3124        
E-mail:048600@city.omihachiman.lg.jp                  

スポーツ講演会
「タバタトレーニング～理論と実践～」
日　２月14日Y　午後７時30分～
８時45分（午後７時受付）　参加無料
講　田畑泉さん（立命館大学スポー
ツ健康科学部教授）
持　体育館シューズ
申　氏名、住所、年齢を電話、ファクス
またはＥメールで生涯スポーツ課（運
動公園）までお知らせください。
2020げんきウォークin近江八幡
　早春の近江八幡をのんびりと散策し
て、心も体も健康になりませんか。
日　３月７日U　午前８時30分開会

（午前８時から受付）　小雨決行
コース　市役所前⇒健康ふれあい公
園⇒江頭町公民館（昼食）⇒近江八幡
消防署⇒市役所前

【約17km　所要時間　約５時間】
対　どなたでも参加できます。
※小学生以下は保護者、介助が必要
な人は介助者の同伴が必要です。
持　昼食、水筒、帽子、着替え、健康保

険証、天候により雨具、防寒着などを
準備ください。
￥　中学生以上500円、小学生以下
300円（保険料を含みます）
申　各学区コミュニティセンターにあ
る参加申込書を、生涯スポーツ課（運
動公園）または各学区コミュニティセ
ンターへ提出ください。郵送、ファク
ス、Ｅメールでも申し込みできます。
締　2月21日Y

近江八幡節句人形めぐり
まちなみに装う ひいなのほほえみ

　商家・旧家などに伝わる雛
ひな

人形な
どの節句人形やその小道具などを展
示します。商家の町なみとともにお
楽しみください。
日　２月８日U～３月29日Q

場　市立資料館・旧西川家住宅、旧
伴家住宅
￥　いずれも入館料が必要です。

【旧伴家住宅での関連イベント】
▼２月29日U、３月１日Q

午前10時～午後３時／「中湖都会」
による琴演奏
午前10時～／甘酒サービス(100食)
▼３月１日Q

午前11時～、午後２時～／近江八幡
観光ボランティアガイド協会による紙
芝居
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市 のし だよりせつ

広告 広告

ワールドにレッツゴー♪」
日　３月７日U　午前10時30分開演

（午前10時10分開場）
出　岸田うらら、安永早絵子、和田有
隆 （打楽器）
￥　500円（全席自由）

あづちマリエート  

TEL （46）2645・FAX （46）3238  

リズムに合わせてリトミック♪
日　２月６日T・３月５日T

０～１歳児／午前10時～10時45分
２～３歳児／午前11時～11時45分
定　各30組（要事前予約）
￥　１回500円（親子１組）
持　体育館シューズ（親子とも）
申　電話で申し込みください。
能楽教室発表会
　初の卒業生の成果を披露する発表
会です。どなたでもご鑑賞いただけま
す。　参加無料・申込不要
日　２月24日F　 午後１時開演
場　文芸セミナリヨ
シニア世代健康スクエア
　～ニュースポーツの集い～
　カローリングなどのニュースポーツ
のほかに、血管年齢も測定します。
参加無料・申込要（電話可）
日　３月20日D　午前10時～正午
対　市内在住で60歳以上の人
持　体育館シューズ、タオル、飲み物
※動きやすい服装でご参加ください。
令和２年度安土文芸の郷体育施設
一般使用事前申請の受付開始日
日　２月13日T　午前９時～

文化会館   
TEL （33）8111・FAX （33）8112 
７色の音楽会

　市内の中学校・高等学校７校の吹
奏楽部の迫力ある音楽をお楽しみく
ださい。
日　３月20日D　午後１時開演
￥　５００円（小学生以下無料）
※制服で来場した中高校生は無料

文芸セミナリヨ 
TEL （46）6507・FAX （46）6510 

第24回ミュージックフェスティバル
　一般公募による音楽家が集い、合
唱やナイロン弦ギター、パイプオルガ
ンなどさまざまな楽器で「出会い」を
テーマとした演奏会です。
日　２月16日Q　午後２時開演
　　（午後１時30分開場）
￥　500円（全席自由）
第236回はつらつコンサート

「春マヂカ美味シ三重奏ノオトモノガタリ」
　コンサートの最後には「みんなで歌
おう♪」のコーナーもあります。
日　２月20日T　午後２時開演
　　（午後１時30分開場）
出　うな重／左：古味亜紀
　　　　　　　　（ヴァイオリン）

　中：上中あさみ
　（マリンバ）
　右：かんのとしこ
　（アコーディオン） 
￥　年に１度の無
料月（要整理券、当
日午前９時より配
付）  全席自由

「ＮＨＫ公開セミナー」
　　～麒麟がくる～
　ＮＨＫ大河ドラマ「麒麟がくる」より
俳優の木村了さんとＮＨＫチーフプ
ロデューサー落合将さんがドラマの
魅力を語ります。　入場無料・申込要
日 　２月29日U　午後２時～３時

（午後１時30分開場）
出　木村了さん（俳優/「麒麟がくる」
織田信勝役）、落合将さん（ＮＨＫ制
作局ドラマ番組部チーフプロデュー
サー）
申　往復はがきで申し込みください。
締　２月７日Y必着
オルガン教室   第25期受講生募集
　３年カリキュラム（個人レッスン）の
オルガン教室の受講生を募集します。
日　2020年４月～2023年３月まで
の原則毎月２回、火曜日（１回30分）
対　中学生以上で楽譜が読め、鍵盤
楽器などの経験があり、３年間受講で
きる人。
申　所定の申請書と小論文を提出し
てください（書類・面接選考あり）。
締　２月29日U午後５時必着
※詳しくはお問い合わせください。
ワンコインコンサートシリーズ124

「なんだこりゃ！前代未聞の打楽器

２月上旬発売予定
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広告

広告

第
31
回
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト　
　

　

市
内
外
の
共
同
作
業
所
や
学
校
、
施
設
な

ど
に
通
う
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

日　

２
月
11
日
D　

午
後
１
時
30
分
～

４
時
（
午
後
１
時
開
場
）　

場　

ひ
ま
わ
り
館    

入
場
無
料

内　

一
発
芸
大
会
、絵
本
の
世
界
、ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
、
成
人
を
祝
う
会
、
み
ん
な
で
歌
お
う 

な
ど

問  

安
田
さ
ん 

 

県
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
県
民
参
画
講
演
会　

日　

２
月
11
日
D　

午
後
２
時
～
４
時
（
午

後
１
時
30
分
か
ら
受
付
）

場　

栗
東
芸
術
文
化
会
館
さ
き
ら

内　
「
ガ
ッ
テ
ン
流
！
超
簡
単
マ
イ
ナ
ス
10

歳
健
康
改
革
～
あ
な
た
の
行
動
ぜ
っ
た
い
変

え
て
み
せ
ま
す
～
」
を
テ
ー
マ
に
北

き
た
お
り
は
じ
め

折
一
さ

ん
（
元
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
た
め
し
て
ガ
ッ
テ
ン
」

演
出
担
当
デ
ス
ク
）
の
講
演

定　
３
０
０
人
（
申
込
先
着
順
）　

入
場
無
料

申

問
・
　

県
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー　

 

０
７
７
（
５
８
２
）
８
１
５
７

 

０
７
７
（
５
８
２
）
５
７
２
６

認
知
症
を
学
び
頭
も
体
も
活
性
化
！

　

介
護
予
防
・
認
知
症
予
防
の
運
動
や
ゲ
ー

ム
・
茶
話
会
な
ど
。
参
加
費
１
０
０
円
。

日
・
場
・
問　

２
月
２
日q

午
後
２
時
30

分
～
３
時
30
分
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
あ
っ

と
ほ
ー
む
（
船
木
町
）

（
31
）
３
１
３
２

２
月
19
日r

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分
・
ケ
ア
ホ
ー

ム
木
も
れ
び
（
西
生
来
町
） 

（
41
）
０
１
２
３

西
の
湖
ヨ
シ
刈
り
体
験

　

西
の
湖
の
ヨ
シ
刈
り
を
通
じ
て
水
の
浄
化
に

果
た
す
ヨ
シ
の
役
割
を
学
び
ま
し
ょ
う
。
作
業
後

は
豚
汁
で
温
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。
小
雨
決
行
。

日　

２
月
16
日q

 

午
前
９
時
～
正
午

場　

安
土
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
集
合

持　

軍
手
、
タ
オ
ル
、
水
筒
、
軽
食
、
厚

底
の
靴
を
履
き
防
寒
対
策
を
。
鎌
は
主
催
者

が
準
備
し
ま
す
。
参
加
無
料　

申
込
不
要

問　
東
近
江
水
環
境
自
治
協
議
会
・
丹
波

さ
ん 

（
32
）
２
７
９
２

県
下
一
斉
・
司
法
書
士
に
よ
る
相
続

に
関
す
る
無
料
相
談
会

日　

２
月
15
日
U 

午
後
１
時
30
分
～
４
時

30
分
（
受
付
は
午
後
４
時
ま
で
）

場　

県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

※
当
日
参
加
で
き
な
い
場
合
は
２
月
28
日y

ま
で
県
内
各
司
法
書
士
事
務
所
で
相
続
に
関

す
る
相
談
を
無
料
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問  

滋
賀
県
司
法
書
士
会

 
 

０
７
７
（
５
２
５
）
１
０
９
３

空
き
店
舗
物
件
見
学
会

　

旧
市
街
地
の
空
き
店
舗
や
町
家
の
有
効
活

用
、
商
業
活
性
化
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

日　

２
月
16
日
Q
、
３
月
22
日
Q　

い
ず

れ
も
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　

あ
き
ん
ど
の
里
（
多
賀
町
５
６
９
）

な
る
べ
く
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
ご
予
約
く

だ
さ
い
。
３
月
22
日
は
イ
ベ
ン
ト
開
催
予
定
。

問  

近
江
八
幡
商
工
会
議
所

（
33
）
４
１
４
１
・

(

32
）
０
７
６
５

文
化
・
芸
術
体
験
し
ち
ゃ
お
う
！

　

似
顔
絵
や
絵
手
紙
、
日
本
舞
踊
、
邦
楽
、

大
正
琴
、
華
道
な
ど
多
彩
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
用
意
。
あ
な
た
も
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

日　

２
月
22
日
U　

午
前
10
時
～
午
後
４

時
（
午
前
９
時
30
分
か
ら
受
付
）

場　

市
文
化
会
館　

入
場
無
料　

申
込
不
要

問　
市
文
化
協
会
・
木
村
さ
ん

 

０
８
０
（
５
３
５
６
）
６
６
０
４

第
16
回
外
国
人
に
よ
る

　

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
大
会

　

予
選
通
過
し
た
12
人
の
県
内
在
住
外
国
人
が

日
本
語
で
熱
い
思
い
や
意
見
を
発
表
し
ま
す
。

日　

２
月
16
日q

　

午
後
０
時
40
分
～
４

時
30
分　

入
場
無
料　

申
込
不
要

場　

県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

問　
び
わ
こ
日
本
語
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・

  

０
７
７
（
５
２
３
）
１
０
６
１

ち
び
っ
子
「
し
い
た
け
栽
培
」
体
験

　

き
ぬ
が
さ
山
か
ら
切
り
出
し
た
原
木
に
シ
イ

タ
ケ
の
菌
を
植
え
付
け
ま
す
。
植
え
付
け
た
原

木
は
１
、２
本
程
度
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

日　

２
月
22
日u

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　

老
蘇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
・
定　

６
歳
以
上
の
子
ど
も
・
20
人

　
（
親
子
で
の
参
加
も
可
能
）　

参
加
無
料

締　

２
月
20
日t

申

問
・
　

老
蘇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・

(

46
）
８
１
２
０

老
後
を
も
っ
と
楽
し
も
う
！

温
泉
旅
行
を
百
倍
楽
し
く
す
る
講
座

　

温
泉
ソ
ム
リ
エ
戌い
ぬ
い亥
正
三
郎
さ
ん
が
イ
チ

押
し
の
名
湯
を
紹
介
、
効
能
か
ら
入
浴
の
注

意
点
な
ど
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。
参
加
無
料

日　

２
月
24
日
F　

午
前
10
時
～
11
時

場　

近
江
八
幡
公
益
会
舘
（
西
庄
町
）

定　

20
人　

締　

２
月
22
日u

０
９
０
（
４
５
６
９
）
３
２
２
３
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広告広告

申

問
・
　

近
江
八
幡
公
益
会
舘　

フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
（
61
）
４
０
０
０

第
51
回
八
幡
塾
「
『
関
白
秀
次
の
切

腹
』
の
刊
行
と
新
知
見
」

日　
２
月
28
日
Y　

午
後
１
時
30
分
開
会

（
午
後
１
時
か
ら
開
場
）

場　
ひ
ま
わ
り
館　

ホ
ー
ル

講　

矢
部
健
太
郎
さ
ん
（
國
學
院
大
学
教
授
）

定　

１
０
０
人　

参
加
無
料

申

問
・
　
（
一
財
）
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
推
進
財
団

（
33
）
５
５
１
０
・

(

33
）
５
６
９
７

　

chukann@
npo-om

i8
m

an.com

カ
イ
ゴ
と
フ
ク
シ
就
職
フ
ェ
ア

　

県
内
の
福
祉
事
業
所
99
法
人
が
出
展
予

定
。
服
装
・
入
退
場
自
由
。
申
込
不
要

日
・
場　

３
月
１
日q

・
Ｙ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
ア
リ
ー

ナ
（
草
津
市
野
村
３
丁
目
）
／
８
日q

・

ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根　

い
ず
れ
も
午
後
０
時
30

分
～
４
時
（
正
午
か
ら
受
付
）

問　
滋
賀
県
南
部
介
護
・
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

  

０
７
７
（
５
６
７
）
３
９
２
５

建
築
高
等
職
業
訓
練
校
訓
練
生
を
募
集

　

職
業
訓
練
法
人
八
幡
工
匠
会
滋
賀
県
八
幡
建

築
高
等
職
業
訓
練
校
（
白
鳥
町
１
３
３-

６
）

が
木
造
建
築
科
長
期
（
２
年
）
訓
練
生
を
募
集
。

対　

建
築
関
係
事
業
所
に
勤
務
の
高
卒
以
上
の
人

内　

講
習
は
毎
週
火
・
水
曜
午
後
８
時
～

10
時
。
修
了
者
に
は
技
能
検
定
（
２
級
）
学

科
試
験
が
免
除
、
知
事
よ
り
技
能
士
補
賞
状

授
与
。
願
書
締
切
は
３
月
10
日
E

問　

八
幡
工
匠
会  

（
33
）
０
６
８
８

琵
琶
湖
の
水
草
た
い
肥
無
料
配
布

　

琵
琶
湖
の
栄
養
を
吸
収
し
て
育
っ
た
水
草
を

肥
料
化
し
無
料
で
配
布
。
小
雨
決
行
。

日　
３
月
１
日q

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

場　

市
立
運
動
公
園
（
津
田
町
）
南
側

袋
を
持
参
く
だ
さ
い
。
琵
琶
湖
の
貝
殻
や
石
な

ど
が
入
り
込
ん
で
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問　
（
公
財
）
淡
海
環
境
保
全
財
団

  

　

０
７
７
（
５
６
９
）
５
３
０
１

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
近
江
八
幡

チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト

　

バ
リ
ト
ン
歌
手
安や
す
だ
お
う
じ

田
旺
司
さ
ん
ら
に
よ
る

公
演
「
こ
の
場
所
が
オ
ペ
ラ
会
場
！
」
と
チ
ャ

リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
＆
お
茶
席
。
収
益
は
震
災
な

ど
の
被
災
地
支
援
な
ど
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

日　

３
月
３
日e

　
《
公
演
》
午
前
10
時
30

分
開
演
《
バ
ザ
ー
＆
お
茶
席
》
午
前
11
時
30

分
～
午
後
２
時
30
分

場　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ウ
ミ

￥　

１
５
０
０
円
（
バ
ザ
ー
＆

お
茶
席
の
み
の
場
合
は
５
０
０
円
）

問 

藤
田
さ
ん 

 

０
９
０
（
９
０
９
６
）
４
８
５
０

お
香
あ
そ
び
を
楽
し
む
体
験

　

上じ
ょ
う
し巳
の
節
句
（
ひ
な
ま
つ
り
）
に
何
種
類
か
の

香
り
を
聞
い
て
（
嗅
い
で
）
あ
て
て
楽
し
み
、
お

茶
と
お
菓
子
で
ゆ
っ
た
り
く
つ
ろ
ぎ
ま
せ
ん
か
。

日　

３
月
３
日
E　

午
後
１
時
～
３
時
（
午

後
０
時
30
分
か
ら
受
付
）

場　

野
間
清
六
邸
（
永
原
町
上
12
）

￥　

３
０
０
０
円　

定  

30
人
（
先
着
順
）

申

問
・

 

し
み
ん
ふ
く
し
滋
賀  

 

（
31
）
３
０
５
８

新
卒
向
け
湖
東
地
域
就
職
フ
ェ
ア

日　

３
月
６
日y

　

午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分
（
求
職
者
の
受
付　

午
後
１
時
～
３
時
）

場　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ウ
ミ

対　

令
和
３
年
３
月
大
学
な
ど
卒
業
予
定
者

問　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
東
近
江　

求
人
係

  

（
22
）
１
０
２
０

安
土
八
幡
陸
上
ク
ラ
ブ
陸
上
教
室

日　

３
月
７
日
U
、
14
日u

　

い
ず
れ
も

午
後
２
時
～
４
時　

参
加
無
料

場　

文
芸
の
郷
グ
ラ
ウ
ン
ド

対　

市
内
の
小
学
校
２
年
生
か
ら

中
学
校
２
年
生
ま
で
の
児
童
・
生
徒

申　

名
前
・
性
別
・
学
校
名
・
学
年
・
電
話

番
号
を
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

申

問
・
　

近
江
八
幡
陸
協
・
西
村
さ
ん

  

０
９
０
（
８
４
４
６
）
８
４
３
３
（
午
後
５
時
以
降
）

azutirikujyou_nishim
ura@

yahoo.co.jp

八
幡
幼
稚
園
百
周
年
記
念
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
を
掘
り
起
こ
し
ま
す
！

　

２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
３
月
に

八
幡
幼
稚
園
に
在
籍
さ
れ
て
い
た
園
児
や

保
護
者
の
皆
さ
ん
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

３
月
20
日d

　

午
前
11
時
～
（
午
前
10

時
30
分
集
合
）
場　

八
幡
幼
稚
園 

園
庭

※
当
日
参
加
で
き
な
い
人
の
掘
り
起
し
た
物

は
３
月
末
ま
で
同
園
で
保
管
し
ま
す
。

問　

川
橋
さ
ん  

（
37
）
７
３
６
４

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
安
土
支
所

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
安
土
支
所

（
安
土
町
小
中
）
は
本
年
３
月
31
日
を
も
ち

ま
し
て
閉
所
し
ま
す
。
業
務
は
本
部
（
中
村

町
）
で
引
き
続
き
行
い
ま
す
。
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
詳
細
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー  
（
32
）
１
１
５
５
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News Topics ま ち の
わ だ い

12 月 21 日

１月４日

１月３日

１月６日

「ばあちゃん」いつもありがとう
「スエばあちゃん食堂」の設立３周年を祝う

小学生らが和服姿で真剣勝負
五色百人一首

安土町内野で
魔除け・五穀豊穣を
願い勧請縄を設置

　安土町内
うち

野
の

集落で、
新春の伝統行事である
勧
かんじん

請縄の設置が行われ
ました。勧請縄は、農
村集落内に疫病や災い
が入り込むのを防ぐ魔
除けや五穀豊穣などを
願って、集落の入り口
の道路に横切る形で渡

しかけられるなどして設置されるもの。この日は、同集落
の八幡神社の氏子や指導役ら約 15 人が神社の境内で、稲
わらで約 14 メートルの勧請縄を結い上げたあと、神社近
くの鳥居型のアーチまで運んで縄を渡し掛け、「天下泰平、
村中安全、五穀豊穣」と書かれた絵馬型の木札と杉の葉で
作った輪を組み合わせた輪を吊るし、さらに、その左右に
端に杉の葉をつけた 12 本の縄を吊るし、約３時間かけて
完成させました。

　末広町の子ども食堂「スエばあちゃん食堂」が設立３周
年を迎え、真宗大谷派正

しょうみょうじ

明寺で行われた記念イベントに町
内の小中学生や高齢者など約 70 人が参加しました。
　この食堂は、両親の帰宅が共働きなどで遅く、外で遊ん
でいた子どもや一人暮らしの高齢者に呼びかけ、同寺の檀
信徒の女性の会「サーラの会」や地域の民生委員、保護司
などの有志で平成 28 年 10 月に発足しました。
　この日は、主任児童委員（民生委員児童委員）12 人によ
る布芝居やよし笛演奏が披露された後、大なべで煮込んだ

「どろ」と呼ばれる地域の伝承料理（粉米や野菜、牛肉のす
じ肉を煮込んだ「おじや」のようなもの）やデザートなど
がふるまわれ、子どもたちは地域の「ばあちゃん」たちが
心をこめて作った料理を味わっていました。

無病息災を祈願し、
冷水かぶり疾走

「白王の水行」

　奈良大峰山の行者講
の修行として、毎年こ
の日に行われている新
春恒例の伝統行事「白
王の水

みず

行
ぎょう

」が白王町で
行われました。
　上半身裸で腰みの姿
にわらじを履き、首か
らは大数珠をかけた行

者役の２人が、各戸の軒下に置かれたナンテンの入ったバ
ケツの冷水を次々と頭からかぶりながら、町内約700メ
ートルを疾走しました。

　和装に親しむきっかけにと、着物やはかま姿でかるた取
りをする恒例の「五色百人一首大会」が八幡コミュニティ
センターで開催されました。
　五色百人一首は、小倉百人一首を子どもでも気軽に親し
めるようにと考案されたもので、５色（１色 20 組）に色
分けしたもの。子どもたちは色鮮やかな着物やはかまを着
付けしてもらった後、１対１に向かい合って正座し、上の
句が読み上げられると「はいっ」と声を出して次々と札を
取りあっていました。
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Facebook
ページは

こちら

ともに寄り添ってバス遠足

赤こんリポート                                                                  東 恵子リポーター

　びわ湖八幡ロータリークラブが 12 月 14 日、近江八幡
市余暇支援クラブ「はちの子」の子どもたちをバス遠足に
招待。リニア・鉄道館や名古屋港水族館で冬の１日を温か
く過ごしました。
　近江兄弟社高校インターアクトクラブのメンバーも参加
しており、「将来、福祉に携わる人材が育てばうれしい」
と期待していました。
　はちの子スタッフ 2 年目の首藤葉月さんは大学３回生。

「きょうだいが自閉症で、身近な存在。はちの子の子ども
たちがかわいい。将来は障害児支援の現場で働きたい」と
話していました。

　近江八幡・竜王少年補導委員会啓発部会で平成 14 年か
ら実施している『くまのこ　けんちゃん』の人形劇を、今
年度も近江八幡市・竜王町内の保育園・幼稚園・こども園
などで実施されています。12 月３日は市内のメリー保育
園で、保育園児など 91 人が鑑賞しました。人形劇の後、
実際に不審者に扮した少年補導委員が子どもに声をかけ、
110 番の家に駆け込む実演指導も行われました。近年子
どもが犯罪に巻き込まれる事件が多く、大人の勝手な行動
から犠牲になっていることが多い世の中で、少しでも犯罪
のない世の中になってほしいと思います。

人形劇や実演で楽しく防犯を学ぶ

赤こんリポート                                                            馬場 利男リポーター

「＃走れ赤こんくん」に投稿を

@omi8man
走れ！
赤こ

んくん

市内で撮ったとっておきの写真に、ハッシュタグ
「# 走れ赤こんくん」を付けてつながりましょう！
投稿いただいた写真は広報紙面などで紹介させて
いただきます。

@nakachan22さんの作品

１月 12 日

市内各地で左義長行われる

　江頭町・十王町では 100 人余りの子どもたちが左義長の
山車をかついで「サギヤレ、チョウヤレ」の掛け声を上げ
ながら勇壮に町内を練り歩き、学業成就や五穀豊穣を願い
ました。稲わらや杉の葉などで製作した左義長山

だ し

車には、
赤紙や干支のネズミ、サイコロなどの飾りが付けられてい
ました。
　沖島の佐儀長は、「サンチョウ」と呼ばれる巨大な作り物
を制作して燃やします。沖島では島で生まれ育った数え年
17 歳の少年が「ゲンプク」と呼ばれる大人の仲間入りをす
るということも合わせ持っています。今年は 17 歳の少年
がいないので宮世話の人たちがサンチョウに火をつけ、島
民や島に帰省した人たちが見守っていました。
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人口と世帯

総数　82,072 人 (-65）
男　　40,332 人 (-53）
女　　41,740 人 (-12)
世帯　33,926 世帯 (-32)

令和２年１月 1 日現在 
 ( ) は前月比

※外国人住民 (39 カ国・地域／ 1,519 人 ) を含みます。

広報おうみはちまんは、各自治会を通じてお届けします。また、各学区コミュニティセンターや
図書館などの公共施設、郵便局、金融機関、セブン-イレブン・ファミリーマート各店舗などに
置いているほか、市ホームページやマチイロ、マイ広報紙などでもご覧いただけます。

Facebook YouTube

近
江
商
人
と
節
句
人
形

　

近
江
八
幡
市
は
、
近
江
商
人
の
発

祥
の
地
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

豊
臣
秀
次
の
時
代
に
築
か
れ
た
八

幡
山
城
下
町
に
、
織
田
信
長
の
没
後
、

安
土
城
下
の
商
人
な
ど
が
移
住
し
ま
し

た
。
商
人
は
全
国
へ
と
活
動
を
広
げ
、

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
ベ
ト
ナ
ム
や
タ

イ
ま
で
進
出
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
ま
だ
開
発
途
上
で
あ
っ
た
江
戸
に

も
い
ち
早
く
店
を
出
し
ま
し
た
。

　

市
内
に
は
、
現
在
も
旧
西
川
家
や

旧
伴
家
な
ど
八
幡
商
人
の
屋
敷
が
残
っ

て
い
て
、
そ
の
風
情
あ
る
町
並
み
は
、

国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
商

家
で
残
さ
れ
た
資
料
は
、
勘
定
帳
と

い
っ
た
商
人
関
係
の
古
文
書
や
、
商
売

道
具
だ
け
で
な
く
、
子
女
の
人
生
儀
礼

に
か
か
わ
る
も
の
も
た
く
さ
ん
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
節
句
人
形
も
そ
の
ひ
と
つ

で
、
三
月
の
桃
の
節
句
に
飾
ら
れ
る
ひ

な
人
形
は
商
家
に
残
る
資
料
の
な
か
で

も
ひ
と
き
わ
き
ら
び
や
か
で
す
。
当
時

の
ひ
な
人
形
は
、
遊
び
（
ま
ま
ご
と
）

を
通
し
て
商
人
の
妻
と
し
て
の
振
る
舞

い
や
礼
儀
を
身
に
付
け
る
女
子
教
育
の

機
会
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

毎
年
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
、
近

江
八
幡
の
旧
市
街
地
で
は
、
江
戸
時

代
か
ら
昭
和
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
家
に

伝
わ
る
貴
重
な
節
句
人
形
が
展
示
さ

れ
ま
す
。
市
立
資
料
館
や
築
約
三
百

年
の
国
重
要
文
化
財
「
旧
西
川
家
住

宅
」
で
は
八
幡
の
商
家
に
伝
来
す
る
多

様
な
ひ
な
人
形
が
、
「
旧
伴
家
住
宅
」

で
は
西
川
庄
六
家
伝
来
の
江
戸
時
代

（
元
禄
時
代
）か
ら
と
伝
わ
る
ひ
な
人

形
も
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
町
な
み
歩
き
の
な
か
で

八
幡
商
人
が
伝
え
て
き
た
文
化
や
伝

統
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

西川庄六家伝来の元禄時代から伝わるひな人形（旧伴家住宅）

御殿飾りひな人形
（旧西川家住宅）

近
江
八
幡
節
句
人
形
め
ぐ
り

ま
ち
な
み
に
装
う 

ひ
い
な
の
ほ
ほ
え
み

日
程
／
２
月
８
日
U
～
３
月
29
日
Q

場
所
／
市
立
資
料
館
・
旧
西
川
家
住
宅
、

旧
伴
家
住
宅
（
両
館
と
も
要
入
館
料
）

　

  https://w
w

w
.om

i8.com
/


